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実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

　

度
を
見
る
指
標

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
と
、
公
営
企

　

業
会
計
を
含
め
た
市
全
体
の

　

赤
字
の
程
度
を
見
る
指
標

実
質
公
債
費
比
率

　

市
全
体
と
一
部
事
務
組
合
を

　

含
め
た
公
債
費
（
借
金
の
支

　

払
い
）
の
う
ち
、
市
税
な
ど

　

を
投
入
し
た
負
担
の
割
合
を

　

見
る
指
標

将
来
負
担
比
率

　

市
全
体
と
一
部
事
務
組
合
な

　

ど
、
公
社
・
出
資
法
人
な
ど

　

を
含
め
た
将
来
的
な
負
担
の

　

う
ち
、
市
税
な
ど
を
投
入
す

　

る
負
担
の
割
合
を
見
る
指
標

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
会
計
（
特
別
会
計
）

　

ご
と
の
、
資
金
不
足
額
の
事

　

業
の
規
模
に
対
す
る
割
合

 早
期
健
全
化
基
準
・
・
黄
信
号

財
政
再
生
基
準
・
・
・
赤
信
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
破
綻
）

経
営
健
全
化
基
準
・
・
黄
信
号

 

本
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

す
べ
て
国
の
定
め
る
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

 

本
市
の
資
金
不
足
比
率
は
、

産
業
団
地
造
成
事
業
で
国
の
定

め
る
基
準
を
超
え
ま
し
た
が
、

そ
の
ほ
か
の
会
計
で
資
金
不
足

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

基
準
を
超
え
た
産
業
団
地
造

成
事
業
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債
の
活
用
に
よ
り
、

本
年
度
限
り
で
会
計
を
廃
止
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
０
０

　

次
の
市
有
財
産
を
一
般
競
争

入
札
で
売
却
し
ま
す
。

所
在
地
大
野
原
町
中
姫
字
笹
塚

　

１
２
５
９
番
地
２

地
目
雑
種
地

地
積
１
０
７
平
方

指
定
用
途
事
業
所
用
地
ま
た
は

　

駐
車
場
用
地

入
札
期
日
11
月
13
日
（
金
）

　

午
前
10
時

入
札
場
所
市
役
所
２
階
第
３
会

　

議
室

入
札
保
証
金
入
札
価
格
の
１
０

　

０
分
の
５
以
上
の
入
札
保
証

　

金
を
入
札
前
ま
で
に
納
入

申
込
期
限
11
月
12
日
（
木
）

　

午
後
５
時
ま
で

資
格
要
件
市
内
に
住
所
ま
た
は

　

事
業
所
が
あ
る
人

最
低
売
却
価
格
１
２
０
万
円

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

健全化判断比率 観音寺市

観
音
寺
市
の
健
全
化
判
断
比
率
 

総
務
課
財
政
係 

☎
23
ー
３
９
０
０

公
表
す
る
指
標
 

国
が
定
め
る
基
準
 

健
全
化
判
断
比
率
 

 （
平
成
２０
年
度
決
算
） 

資
金
不
足
比
率
 

市
有
財
産（
土
地
）の
公
売
 

健全化判断比率

赤字なし

赤字なし

15.3

157.6

12.81 

17.81 

25.0 

350.0 

20.00 

40.00 

35.0 

早期健全化基準 財政再生基準

（単位：％）

水道事業�

航路事業�

田野々地区簡易水道事業�

公共下水道事業�

農業集落排水事業�

産業団地造成事業�

特別会計の名称

資金不足比率

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

100.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

資金不足比率 経営健全化基準

（単位：％）

　

平
成
21
年
度
か
ら
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
本
格
的
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
で

も
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公

表
し
ま
す
。
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投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

注
意

　

伊
吹
町
は
午
前
７
時
〜
午
後

　

７
時

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

午
後
９
時
〜

　

投
票
日
に
用
事
な
ど
が
あ
り
、

　

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

　

期
日
前
投
票
あ
る
い
は
不
在

　

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

　

11
月
２
日
（
月
）
〜
７
日
（
土
）

　

土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

　

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
展
示

　

ホ
ー
ル

自
宅
な
ど
で
投
票
が
で
き
る

の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
が
交
付

さ
れ
て
い
る
人
で
、
そ
の
障

害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に

当
て
は
ま
る
人
、
ま
た
は
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の「
要

介
護
５
」
の
人
に
限
り
ま
す
。

　

郵
便
等
で
投
票
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
郵
便
等
で
の
不
在
者

投
票
の
代
理
記
戴
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字

投
票
が
で
き
ま
す
。
点
字
器

具
は
投
票
所
に
あ
り
ま
す
の

で
、
当
日
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者

の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
代
理
投

票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
 

☎
23
―

３
９
４
５

　

　

秘
書
課
　
☎
23
―

３
９
１
５

受
験
資
格

○

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に

 

生
ま
れ
た
人

○

看
護
師
免
許
を
有
す
る
人
ま 

た
は
平
成
21
年
度
の
国
家
試

験
に
合
格
し
、
免
許
取
得
見

込
み
の
人

○

日
本
国
籍
を
有
す
る
人

採
用
人
数
１
人

勤
務
地
当
分
の
間
、
伊
吹
診
療
所

第
一
次
試
験
日
12
月
６
日
（
日
）

試
験
申
込
書
受
付

期
間
11
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

 

（
当
日
消
印
有
効
）

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

　

15
分
（
土
･

日
曜
日
を
除
く
）

場
所
秘
書
課
（
本
庁
３
階
）

方
法
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送

注
意
事
項

○

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
請 

　

求
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

○

試
験
案
内
や
申
込
書
な
ど
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

11
月
8
日
（
日
）
は
観
音
寺
市
長
選
挙
と
観
音
寺
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
。

市
政
に
携
わ
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

「
よ
く
見
」「
よ
く
聞
き
」選
挙
の
正
し
い
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

観音寺市長
観音寺市議会議員

選 挙選 挙

選挙管理委員会事務局
☎23－3945

市
職
員
募
集（
看
護
師
） 

h
ttp

://
w

w
w

.c
ity

.k
a
n

o
n

ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/

11月8日11月8日

開
票
場
所
・
時
間
 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
 

点
字
投
票
 

郵
便
等
で
の
不
在
者
投
票
 

代
理
投
票
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観
音
寺
市
の
家
計
簿

平成20年度

決算の概要  

　

平
成
20
年
度
決
算
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
決
算
に
 

　
　
　
　
　
　

つ
い
て
 

歳
 
入
 

　

一
般
会
計
歳
入
の
決
算
額
は
、

２
５
０
億
３
、
７
１
６
万
円
で

し
た
。
構
成
比
で
は
市
税
が
３

５
・
５
％
、
地
方
交
付
税
が
２

０
・
２
％
、
市
債
が
１
５
・
９

％
、
国
庫
支
出
金
が
９
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

 
 
 
 
 
 
 

歳
 
出
 

　

一
般
会
計
歳
出
の
決
算
額
は
、

２
４
３
億
８
、
１
６
８
万
円
で

し
た
。
構
成
比
で
は
、
民
生
費

が
２
４
・
２
％
、
衛
生
費
が
１

４
・
９
％
、
総
務
費
が
１
４
・

４
％
、
教
育
費
が
１
２
・
６
％
、

公
債
費
が
１
２
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。� 
 
 
 
 
 
 

　

平
成
20
年
度
の
主
な
事
業
は

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。�
 
 
 
 
 
 
 

　

な
お
、
平
成
20
年
度
決
算
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

県支出金

%

千円1,248,630
5.0

国庫支出金

%

千円2,430,976
9.7

諸収入

%

千円960,957
3.8

繰越金

%

千円218,497
0.9

繰入金

%

千円301,705
1.2

25,037,164

24,381,685

655,479

47,901

607,578

400,000

207,578

（単位：千円）

歳　　　　入

歳　　　　出

形 式 収 支

繰越すべき財源

（a） （b）

（d）

（b）

（c）

（a）

（繰越事業の財源）

実 質 収 支

繰 　 　 越 　 　 金

（c） （d）

（e）

基 金 積 立 金 （f）

（e） （f ）

一 般 会 計  

歳 出 

歳 入 

千円
25,037,164

千円

24,381,685

総務費

%

千円3,505,221
14.4

その他

%

千円320,385
1.3

民生費

%

千円5,896,595
24.2

衛生費

%

千円3,634,549

農林水産業費
千円1,041,116

14.9

土木費

%

千円2,330,607
9.6

商工費

千円702,111
%2.9

教育費

%

千円3,074,733
12.6

公債費

%

千円2,985,072
12.2

%

消防費

千円891,296
3.6

%4.3

市税

%

千円8,904,275
35.5

地方譲与税

%

千円259,189
1.0

各種交付金

%

千円950,676
3.8

地方交付税

%

千円5,046,542
20.2

その他

%

千円743,417
3.0

市債

%

千円3,972,300
15.9

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity

.k
a
n

o
n

ji.

k
ag

aw
a.jp

/ad
m

in
/2

0
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住宅用太陽光発電システム設置整備事業　　　　　　　　　　　　

水道施設総合整備計画事業

上水道新設改良費

下林水源地深井戸新設事業

公共下水道事業

浄化槽設置整備事業

一般廃棄物処理委託事業

分別リサイクル推進事業

斎場建設事業

県営湛水防除事業（高屋・八幡地区）　

柞田幹線水路排水改良事業

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業

農地・水・環境保全向上対策事業

農村地域工業等導入事業

地域振興イベント推進事業

合併振興基金費

5

12,113

24,163

1,978

17,287

3,179

7,612

544,120

68,871

116,496

30,390

85,163

3,219

36,374

16,102

8,397

16,511

平 成２０年 度 の 主 な 事 業 

地 方 債 の 年 度 末 現 在 高 

特 別 会 計 決 算 額 

市 有 財 産 の 状 況  市 税 の 状 況  

事 業 名

ニューメディア広報事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自治会活動支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まちのイメージづくり推進事業

同和対策各種団体育成助成事業

男女共同参画推進事業（*男女共同参画計画策定等）

都市計画マスタープラン修正事業

まちづくり交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

伊吹地域漁港整備事業（特定）

臨時交付金道路改築事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

のりあいバス運行事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

室本港港湾改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域防災推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

消防屯所建設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

消防ポンプ車整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

交通安全施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域住宅交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

決 算 額 決 算 額事 業 名 決 算 額

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円、％）（単位：千円、㎡）

（単位：千円）

事 業 名

会　　計　　名 収入額 Ａ 支出額 Ｂ Ａ－Ｂ

9,887,174

7,642,307

69,350

743,746

742,517

4,112,516

16,918

135,865

3,181

1,259

625

5,195

2,639,198

43,891

698,980

26,742,722

9,802,132

7,830,164

72,148

786,291

744,360

4,139,056

21,456

156,908

3,802

14,980

23,310

6,033

2,030,192

45,790

207,510

25,884,132

29,678,347

556,467

22,131

9,023,958

338,646

39,619,549

1,352,552

304,675

101,698

29,609

25,926

10,583

96,435

22,021

315,704

10,016

2,197

461,053

1,512,194

6,235

90,000

359

215,739

387,202

32,716

4,693

296,930

13,038,740

1,064,577

278,909

9,581,591

8,904,275

92.9

147

407

△85,042

187,857

2,798

42,545

1,843

26,540

4,538

21,043

621

13,721

22,685

838

△609,006

1,899

△491,470

△858,590合　　　　　計合　　　　　計

競 輪 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険伊吹診療所

老 人 保 健 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

介 護 保 険 事 業

介護予防サービス事業

航 路 事 業

豊 田 財 産 区

粟 井 財 産 区

粟 井 坂 瀬 山 林

田野々地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

産 業 団 地 造 成 事 業

一 般 会 計

競 輪 事 業 特 別 会 計

航 路 事 業 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

一 般 会 計 財 政 調 整 基 金 �  

減 債 基 金 �  

庁 舎 改 築 整 備 基 金 �  

地 域 振 興 基 金 �  

ふ る さ と 創 生 基 金 �  

中山間ふるさと・水と土保全対策基金�  

地 域 福 祉 基 金 �  

「 柴 川 清 」教 育 振 興 基 金 �  

学 校 施 設 整 備 基 金 �  

文 化 振 興 基 金 �  

豊浜総合体育館施設管理整備基金�  

職 員 退 職 手 当 基 金 �  

合 併 振 興 基 金 �  

が ん ば れ 観 音 寺 応 援 基 金 �  

地 域 活 性 化・生 活 対 策 基 金 �  

競 輪 場 施 設 改 善 等 基 金 �  

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 �  

介護保険介護給付費準備基金�  

介護従事者処遇改善臨時特例基金�  

田野々地区簡易水道財政調整基金�  

土 地 取 得 基 金 �  

土 地 �  

（ う ち 財 産 区 山 林

建 物

調 定 額 �

収 入 額 �

徴 収 率 �

一人当たり市税負担額　（行政区域内人口 65,151人）

一世帯当たり市税負担額（行政区域内世帯数 23,560世帯）

）

43,487

25,002

79,440

1,327

608

111,535

2,137

387,272

289,332

11,751

249,814

156,787

402,951

37,524

6,960

3,276

3,194

9,430

149,870

65,415

454,659

144,853

355,312

12,145

1,578,643

17,919

254,117

39,570

13,429

57,748

16,491

508,133

がん検診事業

特定健康診査等事業

予防接種事業

次世代育成支援行動計画策定事業

こんにちは赤ちゃん事業

乳幼児医療費助成事業

高齢者保健福祉計画等策定事業

障害者自立支援給付費事業

心身障害者医療費助成事業

図書館情報整備事業

小・中学校施設耐震実施事業

小学校施設大規模改造事業

柞田小学校校舎改築事業

中部中学校校舎改築事業

日本学生トライアスロン選手権大会開催事業

地域環境総合計画策定事業
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水道事業の公表Ⅰ 
水道局　☎25－5211

平成20年度決算 
平成20年度末の状況

・給水人口⇒６万4,219人

・給水戸数⇒２万3,281戸

・普及率⇒99.１％

・年間総配水量⇒877万5,111立方㍍

・１日平均配水量⇒２万4,041立方㍍

・同有収水量⇒758万7,929立方㍍

・１日平均有収水量⇒２万789立方㍍

香川用水の受水状況

　総配水量の57.１％にあたり、受水費は、総費用

の25.７％を占めています。

・年間受水量⇒501万4,228立方㍍

・１日平均受水量⇒1万3,738立方㍍

主な建設改良工事 
　新設改良事業として、県道丸亀詫間豊浜線、市

道曼蛇支線、野々池大坪線などに配水管を布設し、

公共下水道事業に伴う配水管の移設工事を実施し

ました。老朽配水管改良事業として、市道当免西

上線、市道信末藤之谷線、市道寺家寺上線、市道

須賀今井田池線などを実施しました。また、水源

の確保として下林水源地深井戸新設工事を実施し

ました。

○平成20年度収支状況

○貸 借 対 照 表

水は限りある資源です　大切に使いましょう 

給水収益
受託工事収益
分担金・その他
　合　　　計

1,472,468 
6 ,981 

37,573 
1 ,517,022 

97.1% 
0.4% 
2.5% 

100.0% 

（単位：千円）

収
　
入

人件費
物件費
動力費
薬品費
受水費
減価償却費
資産減耗費
支払利息
その他
　合　　　計

258,034 
233,085 
40,834 
3 ,297 

340,873 
332,902 

3 ,646 
85,020 
29,144 

1 ,326,835 

19.4% 
17.6% 
3.1% 
0.2% 

25.7% 
25.1% 
0.3% 
6.4% 
2.2% 

100.0% 

支
　
　
　
出

8,608,057
81

8,608,138

2,080,434
14,432
1,000

2,095,866

10,704,004

274,552
274,552

153,212
4,208

157,420

431,972

4,157,667
2,435,723

6,593,390

2,229,124
1,449,518
3,678,642

10,272,032

10,704,004

・固定資産　　　⑴有形固定資産
　　　　　　　　⑵無形固定資産
　　　　　　　固定資産合計�  

・流動資産　　　⑴現金及び預金など
　　　　　　　　⑵貯蔵品
　　　　　　　　⑶その他流動資産
　　　　　　　流動資産合計�  

　　　　　資　産　合　計�    
      
・固定負債　　　⑴引当金
　　　　　　　固定負債合計�  

・流動負債　　　⑴未払金
　　　　　　　　⑵預り金など
　　　　　　　流動負債合計�  

　　　　　負　債　合　計�   
      
・資本金　　　　⑴自己資本金
　　　　　　　　⑵借入資本金

　　　　　　　資本金合計�  

・剰余金　　　　⑴資本剰余金
　　　　　　　　⑵利益剰余金

　　　　　　　剰余金合計�  

　　　　　資　本　合　計�   

　　　　　負債資本合計�    

資
産
の
部

負
債
の
部

資
本
の
部

平成21年3月31日現在（単位：千円）

健
や
か
に
伸
び
よ
う

　
　
　

伸
ば
そ
う
青
少
年

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
 

☎
25
―

４
２
５
１

 　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
と
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
家
庭
や
学
校
、

地
域
、
職
場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
応
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。

5
つ
の
支
援
策

○

決
め
る
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
ル
ー
ル
や
役
割
分
担
を
決

め
ま
し
ょ
う
。

○

傾
け
る
子
ど
も
の
話
に
耳
を

傾
け
、
子
ど
も
の
変
化
に
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

○

伝
え
る
大
人
の
思
い
や
考
え
、

伝
統
、
文
化
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○

信
じ
る
子
ど
も
が
一
歩
踏
み

出
す
と
き
、
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
と
き
、
そ
の
心
と
行

動
を
信
じ
て
ゆ
っ
く
り
支
え

ま
し
ょ
う
。

○

認
め
る
子
ど
も
の
す
べ
て
を

　

認
め
、
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
す
べ
て
を

許
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
大
人
同
士

の
人
間
関
係
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
子
ど
も

た
ち
に
全
力
で
向
き
合
え
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
大
人
同
士
が
顔

見
知
り
に
な
り
、
認
め
合
い
支

え
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
君
の
あ
い
さ
つ
が
　

　　

僕
の
元
気
　
私
の
元
気
」

 

青
少
年
育
成
観
音
寺
市
民
会

議
、
観
音
寺
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の

会
で
は
、
引
き
続
き
「
市
民
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
（
人
が
つ
な

が
る
声
か
け
心
か
け
運
動
）」
を

し
て
い
ま
す
。

や
ま
び
こ
相
談
電
話

 
 
 
 
 
 

☎
23
―

０
９
０
０

 

不
登
校
や
い
じ
め
・
非
行
な

ど
の
問
題
行
動
、
ま
た
子
育
て

や
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の

悩
み
な
ど
・
・
一
人
で
悩
ま
な

い
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

11
月
は
青
少
年
育
成
強
調
月
間
 

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
　
４

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

おめでとう
ございます

平成20年度
人権作品優秀賞

観音寺東小６年

大谷　晃介さん

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を

問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し

て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進

本
部
で
は
、
こ
の
運
動
を
一
つ

の
機
会
と
と
ら
え
、
毎
年
11
月

12
日
か
ら
25
日
に
ま
で
の
２
週

間
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
相
談
機
関
で
は
、
女
性
に

対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
早
め
の
相
談
が
問
題
解
決

へ
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

★
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
７
―

８
３
５
―

３
２
１
１

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

（
年
末
年
始
・
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

★
家
庭
児
童
相
談

　

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
23
―

３
９
５
７

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

★
香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン

　

タ
ー
　
☎
♯
９
１
１
０

　

（
全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
８
７
―

８
３
１
―

０
１
１
０

　

＊
最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談
可

　　

能
。
緊
急
時
は
一
一
○
番
へ
。

★
か
が
わ
男
女
共
同
参
画
相
談

　

プ
ラ
ザ

　

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
１
９
８

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

（
年
末
年
始
・
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

中部中２年

大西　真圭さん
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夫
婦
関
係（
１
）　
心
が
通
じ
合
う

１１
月
１２
日
〜
２５
日
は
 

 

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
 

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室
　
☎
23
ー
3
9
1
7

男
女
共
同
参
画
 

　

先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
特

集
で
夫
婦
間
の
不
満
を
扱
っ
て

お
り
、
あ
る
奥
さ
ん
が
出
て
き

て
、
愚
痴
る
口
調
で
言
い
ま
し

た
。「
自
分
は
毎
日
、
夫
の
弁
当

を
作
っ
て
い
る
が
、
夫
か
ら
一

度
も
感
謝
の
言
葉
を
言
わ
れ
た

こ
と
が
な
い
」

　

一
方
の
夫
は
、
会
社
で
弁
当

箱
を
開
く
と
き
「
こ
の
時
間
が

一
番
ほ
っ
と
で
き
る
」
と
、
ひ

と
と
き
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
妻

に
感
謝
し
て
い
る
様
子
。
で
も
、

そ
の
気
持
ち
を
奥
さ
ん
に
直
接

伝
え
る
の
は
照
れ
く
さ
い
。

　

そ
れ
な
ら
と
、
番
組
の
ス
タ

ッ
フ
が
手
紙
を
書
く
よ
う
夫
に

勧
め
ま
し
た
。
こ
う
い
う
場
合
、

手
紙
と
い
う
の
は
言
葉
以
上
に

心
を
つ
か
む
よ
う
で
す
。

　

後
日
、
夫
は
奥
さ
ん
を
公
園

に
呼
び
出
し
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
」
と
、
し
た
た
め
た
手
紙

を
読
み
上
げ
る
。
奥
さ
ん
は
涙

で
声
を
つ
ま
ら
せ
「
こ
の
人
が

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
た
な
ん
て

・
・
・
」

　

あ
と
は
遠
景
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
に
な
っ
た
の
で
、
２
人
の
会

話
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

お
そ
ら
く
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

が
原
因
で
、
気
持
ち
の
す
れ
違

い
が
あ
っ
た
こ
と
を
互
い
に
わ

び
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

長
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
で
も
、

心
の
声
は
な
か
な
か
聞
こ
え
な

い
も
の
で
す
。

　

心
が
通
じ
合
う
関
係
に
な
る

に
は
、
お
互
い
に
「
自
分
は
大

事
に
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
や
、
心
の
中
で
思
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
「
あ
な
た

を
大
切
に
思
っ
て
い
る
」
と
言

葉
や
態
度
で
示
す
こ
と
が
、
さ

ら
に
よ
り
よ
い
関

係
づ
く
り
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。



　お祭り気分のまち歩き「さぬき豊浜ちょうさ道」

があり、市民ら約10人が参加。地元ガイドの説明を

聞きながら豊浜八幡神社、ちょうちんや木札を作る

店、法被やお祭りグッズを扱う店などを巡りました。

ミニチュアの「ちょうさのトンボ」を作ったり、名

前入りの木

札をプレゼ

ントされた

りして一足

早く祭り気

分を味わっ

ていました。

9
12・13

8

一足早く祭り気分 ９
11

９
23

ぼくの・わたしの葉皿ができたよ ９
５

野球ファンが熱い応援 

▲ 協力して作ったよ

盛大に萩まつり 
　第24回萩まつりが萩の丘公園と萩原寺でありまし

た。萩の丘公園のステージでは、小学生のマーチン

グバンド演奏や幼稚園児による踊り、高校生の吹奏

楽の演奏、地元特産品プレゼントなどがあり、大勢

の家族連れらが、秋の一日を楽しんでいました。ま

た、萩原寺境内

では落ち着いた

雰囲気の中で野

だて茶会があり、

ハギの花をめで

ながらお茶をい

ただいていまし

た。▲ 日ごろの練習の成果を披露

▲ 詳しい説明に聞き入っていました

　豊浜幼稚園で家庭教育学級主催の陶芸教室が開か

れ、参加した35組の親子は、豊浜陶芸クラブの皆さ

んに教えてもらいながら皿を作りました。粘土をよ

くこね、伸ばした後、ツワブキやイチジクなどの葉

で形を取って

いくと、すて

きな葉皿が完

成。出来上が

った大きな皿

を見て、親子

は大きな歓声

を上げていま

した。

お月見茶会で接待 ９
25

　豊浜保育所の遊戯室で、５歳の園児がお月見茶会を

しました。部屋にススキなどの野の花や団子を飾り、

垂れ幕に月を配して秋を演出。ツワブキの葉を型取り

した園児手作りの皿に乗せた茶菓子と抹茶で、豊浜町

陶芸クラブや出前図書館の人たちをもてなしました。

指をそろえて「どうぞ」と差し出すかわいいしぐさに、

招待客は思わずにっこりしていました。

　　　　　　　　　　　　まちかど特派員　片山園美

▲ 香川オリーブガイナーズが２連勝

▲ かしこまった面持ちでお茶を出す

　四国アイランドリーグが総合運動公園野球場で行

われ、香川オリーブガイナーズは愛媛マンダリンパ

イレーツと対戦。地元球団を応援しようとたくさん

の人が訪れ、熱気あふれる応援を繰り広げていまし

た。オリーブ色のユニホームに身を包んだ選手たち

は、きびきびした動きで試合をし、２連勝。13日の

「観音寺

市 の 日 」

には大野

原　王太

鼓の演奏

が花を添

えました。
　共同福祉施設軽運動室で「ちゃれんじキッズスク

ール」があり、児童約60人が参加しました。これは

週末などに子どもたちが安心して過ごせるよう、遊

びなどを提供しようというもの。高原孝一郎氏の指

導の下、真っすぐに立てた紙の上に硬貨を乗せたり、

長いほうきを指

一本で支えたり

する科学手品に

挑戦。ほかにも

浮沈子（ふちん

し）を作って楽

しんでいました。

10
2・5・6・9

9

いつまでもお元気で 

９
26 チャレンジして楽しかったよ 

9
29

第27回全日本ジュニア新体操 
選手権大会出場激励会 

9
17

全国大会出場おめでとうございます 

▲ 簡単にできるんだ！

第64回国民体育大会 
出場監督・選手激励会 

▲監督＝藤田利佳、選手＝森川夢実、泰田なつみ、松川千

夏、佐藤ほのか、牧野想　　　　　　〈敬称略・順不同〉　　

10
９

第22回全国スポーツ・レクリエー 
ション祭出場監督・選手激励会 

10
５

第62回全日本合唱コンクール 
全国大会出場報告会 

10
９

▲横山貞司、齋藤正、景山當、前川千寿子、中野ヒデミ、三

宅和子、安藤和子、宮武勝恵、下川マサヱ〈敬称略・順不同〉

第24回日本ペタンク選手権大会 
出場選手激励会 

▲グラウンド・ゴルフ選手＝中野千久美、礒野登、宮武信

雄、前川登、高原晟禎、中野重信、本川昭一、小西和子、

中野清子、中野マツ子、壮年サッカー選手＝亀山哲夫、マ

スターズ陸上競技選手＝高橋幸男、田中英昭、山下福数、

泉壽美、ペタンク監督・選手＝泉宮猛、ペタンク選手＝吉

田敏彦、横山貞司　　　　　　　　　〈敬称略・順不同〉

▲ 藤川熊男さん（大野原町海老済）を訪ねました

▲中部中学校合唱部代表＝荒地桃子、真鍋友里、西山由季

乃、岡田絵莉、安藤優　　　　　　　〈敬称略・順不同〉

▲陸上監督＝藤岡英陽、陸上選手＝荻田大樹、高木志帆、

窪田恵利子、中野宏基、景山拓郎、深部瑞穂、向井紗季、

新体操選手＝　口春菜、藤川奏子、牧野瑞萌、山下明素花、

岡部奈都美、レスリング選手＝太田祥一、弓道選手＝俊野

海、ライフル射撃選手＝松浦奨、大西亜季沙、アーチェリ

ー監督＝宮武孝明、アーチェリー選手＝白川智也、銃剣道

監督＝石川慎也　　　　　　　　　　〈敬称略・順不同〉

　白川市長は、敬老顕彰訪問で90歳になる人を訪ね

ました。ことしの対象者は176人で、市長訪問を希

望したのは次の人です。
山下清子、川上彰、篠原幾治、後藤ヤヨヒ、仁尾タケノ、森

信義、宮　巖、真鍋正一、大倉馬太郎、荻田ヤスヱ、岡崎良

三、秋山　義、秋山春惠、川上ミナヱ、久保タケノ、大倉ヒ

サノ、久保智惠子、藤川熊男、大久保キヨミ、茨木ヤスヱ、

藤川美男、高橋啓助、藤村彌生、久保忠計、　橋ハルノ、中

西キクノ、駒杵シズヱ、菰田マサヱ　　〈敬称略・順不同〉
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平成２０年 １１月生まれ 

平 井 大 揮  ちゃん 
父 英晃さん　　母 奈緒美さん 

（柞田町） 

１歳おめでとう☆元気 
いっぱいの優しい男の 
子に育ってね♡

凛としたステキな女 
性になってね。 
大好き♡

ねえねに負けずいつ 
も元気いっぱい。温 
かい心を持った女の 
子になってね！ 

森 川 暖 愛  ちゃん 

片 山 美 紅  ちゃん 

　満１歳の誕生月の子どもを掲載してい

ます。応募の締め切りは誕生月の前々月

の末日まで（例：１月号は１１月３０日）で、

応募多数の場合は先着順になります。 

両親からの 
メッセージ 

両親からの 
メッセージ 

両親からの 
メッセージ 

父 啓さん　　母 泰代さん 
（植田町） 

父 智巳さん　　母 初夏さん 
（柞田町） 

募集しています ！！ 

１歳おめでとう♪笑顔 
がかわいい牙琉が大す 
きだよ♡元気に大きく 
なってね♪ 

ちゃん 

両親からの 
メッセージ 

父 雄士さん　　母 亜由美さん 
（大野原町萩原） 

い
つ
ま
で
も
現
役
 

だい　 　き ひ      なり 

み　    く が     りゅう 

山 下 牙 琉  

　

「
元
気
の
秘
け
つ
は
、
真
っ
正

直
に
生
き
る
こ
と
」
と
い
う
宮

　
巖
さ
ん
は
、
大
正
８
年
生
ま

れ
の
90
歳
。
正
直
に
生
き
、
う

そ
を
言
わ
な
い
か
ら
心
配
す
る

こ
と
が
な
い
、
そ
れ
が
健
康
に

つ
な
が
る
と
話
し
ま
す
。

　

自
然
を
愛
す
る
巖
さ
ん
は
、

奥
谷
の
地
の
利
を
利
用
し
て
、

30
数
年
前
か
ら
奥
さ
ん
と
二
人

三
脚
で
花
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

朝
晩
の
温
度
差
と
き
れ
い
な
水

が
花
の
色
を
一
層
鮮
や
か
に
し

ま
す
。

　

毎
日
午
前
５
時
過
ぎ
に
起
床

し
、
田
畑
で
体
を
動
か
し
た
後

に
食
事
。
そ
の
朝
食
は
お
い
し

く
、
感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
き

ま
す
。
結
婚
し
て
64
年
に
な
る

奥
さ
ん
と
は
お
互
い
に
感
謝
の

気
持
ち
や
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
、

け
ん
か
を
し
た
こ
と
が
な
い
と

言
い
ま
す
。
共
に
自
然
と
花
が

大
好
き
で
、
巖
さ
ん
が
山
か
ら

採
っ
て
き
た
か
ず
ら
を
奥
さ
ん

が
花
器
に
し
て
、
季
節
の
花
を

生
け
ま
す
。
部
屋
の
至
る
所
に

仲
良
し
二
人
の
共
同
作
品
が
あ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
作
り

出
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
一
回
、
満
濃
町
で
開
か

れ
る
西
部
森
林
組
合
の
理
事
会

に
も
、
自
分
で
車
を
運
転
し
て

通
い
ま
す
。
車
に
乗
る
と
、
体

が
し
ゃ
ん
と
す
る
の
だ
と
か
。

　

ま
た
、
20
年
以
上
前
か
ら
、

そ
の
日
の
出
来
事
を
思
い
返
し

な
が
ら
日
記
を
書
き
続
け
て
い

ま
す
。
分
か
ら
な
い
字
が
あ
る

と
、
す
ぐ
辞
書
で
調
べ
る
た
め
、

頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
と

言
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
、
常
に
笑
顔
。
体
も
気
持

ち
も
充
実
し
て
い
て
、
家
や
家

族
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る

巖
さ
ん
で
す
。

健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

　

秘
書
課
　
　

　
☎
23
―

3
9
1
5

宮
　
　
巖
さ
ん（
粟
井
町
） 
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中
央
公
民
館
の
一
室
か
ら
謡

い
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
11
月

１
日
の
市
民
会
館
で
の
発
表
会

の
練
習
に
励
む
観
音
寺
観
謳
会

の
皆
さ
ん
で
す
。

　

謡
い
は
「
能
」
の
言
葉
を
謡

う
こ
と
で
す
。「
能
」
は
鎌
倉
時

代
に
生
ま
れ
た
歌
舞
劇
で
、
源

氏
物
語
や
源
平
の
物
語
、
各
地

の
伝
承
な
ど
よ
く
知
ら
れ
た
題

材
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
能
の
舞
台
に
は
、
謡
い

舞
う
立
役
と
合
唱
す
る
地
方
、

音
楽
担
当
の
囃
子
方
が
登
場
し

ま
す
。

　

発
表
会
で
は
、
座
し
て
謡
う

素
謡
や
主
役
が
地
方
を
背
に
、

曲
目
の
見
せ
所
を
舞
う
仕
舞
、

そ
れ
に
囃
子
方
を
加
え
て
、
よ

り
音
楽
性
に
富
む
舞
囃
子
な
ど

を
演
じ
ま
す
。

　

会
員
は
現
在
15
人
で
、
50
年

の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
か
ら
、

始
め
て
間
も
な
い
人
ま
で
さ
ま

ざ
ま
。
会
の
歴
史
は
古
く
、
発

足
か
ら
40
数
年
に
な
り
ま
す
。

月
に
二
度
の
練
習
で
は
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
、
会
員
相
互
に

謡
い
を
教
え
合
い
、
足
の
運
び

や
手
の
動
作
な
ど
舞
を
練
習
し

ま
す
。
ま
た
、
月
に
一
度
、
神

戸
か
ら
講
師
を
招
き
個
別
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
覚
え
る
謡
い
の
言
葉

や
言
い
回
し
は
、
日
本
語
の
美

し
さ
や
豊
か
な
表
現
、
深
さ
を

感
じ
、
昔
の
教
養
人
の
一
端
が

う
か
が
え
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
年
に
二

度
の
大
舞
台
で
の
発
表
会
を
中

心
に
歴
史
あ
る
こ
の
会
を
続
け

て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
、

代
表
の
佐
川
守
一
さ
ん
（
☎
23

―

１
５
５
５
）
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

謡
曲
と
舞
囃
子
の
会
 
観
音
寺
観
謳
会
 

み
ん
な
の
輪

ま
い
ば
や
し

た
ち
や
く

じ
か
た

は
や
し
か
た

す
う
た
い

し
ま
い

　観音寺学校給食センターが毎年行っている「作っ

てみよう、給食の人気メニュー親子料理教室」の中

から秋の香りご飯を紹介します。

　材料はすぐ手に入るものばかりで、簡単に作るこ

とができます。家庭でも、季節の料理を子どもたち

と一緒に作ってみてください。

　献立

　★秋の香りご飯

　★海藻サラダ

　★ジャガイモのクリームチーズ煮

　★厚揚げとコーンのスープ

　　　（５人分）

米３合（420gの米に水は1. 3倍を目安）、鶏肉もも

60ｇ（下味に酒小さじ１) 、生グリ120ｇ（甘露煮で

もよい６個くらい)、シメジ60ｇ（約１/２袋)、ニン

ジン60ｇ（中約１/２本）、しょうゆ18ｇ（大さじ１）、

塩２ｇ（小さじ１/２弱）、酒12ｇ（大さじ１弱）、砂

糖12ｇ（小さじ３)

❶米は洗ってザルに打ち上げておく。

❷ニンジンは千切り。シメジは石づきを取って洗

　う。

❸生グリは１/２くらいに切っておく。甘露煮のク

　リの場合は、砂糖を控える。

❹調味料を合わせて米の中に入れ、具を加えて炊

　飯する。

　キノコやクリは季節のごちそう。ビタミンＢ群

や食物繊維が豊富ですので、生活リズムが乱れが

ちな現代人には、ありがたい食材です。食卓にも、

ぜひ季節の食材を取り入れてみましょう。

作ってみよう！給食の人気メニュー

学校給食センター　☎57－6660食育コーナー

材　料

作り方

秋の香りご飯



9
月
定
例
会
の
主
な
内
容
 

市
議
会
だ
よ
り
 

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果
 

一
般
質
問
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市
民
や
企
業
に
対
し
て

の
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
は
、

ど
の
よ
う
な
広
報
や
啓
発
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
本

市
で
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
シ
ス
テ
ム
を

率
先
導
入
事
業
と
し
て
実
施
す

る
予
定
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

さ
ら
に
、
相
乗
効
果
を
期
待
し

て
設
備
機
器
の
省
エ
ネ
化
に
取

り
組
む
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン

層
破
壊
な
ど
世
界
規
模
で
の
環

境
悪
化
が
進
む
中
、
市
は
昨
年

度
、
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し

た
。
市
で
も
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
で
あ
る
緑
を
守
る
た
め
の

事
業
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
向
け
て
の
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
計

画
の
実
施
な
ど
各
分
野
で
対
策

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
も
、
限
り
あ
る
資

源
の
消
費
抑
制
や
地
球
温
暖
化

防
止
を
推
進
す
る
た
め
、
県
内

で
も
一
番
早
く
か
ら
設
置
の
補

助
を
し
て
き
た
。
住
宅
用
の
補

助
内
容
は
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当

た
り
５
万
円
で
、
２
キ
ロ
ワ
ッ

ト
が
上
限
。
本
年
度
の
当
初
予

算
の
30
件
分
は
、
５
月
上
旬
に

終
了
。
ま
た
、
７
月
補
正
の
20

件
分
も
す
で
に
予
約
が
入
っ
て

い
る
。
今
後
も
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
さ
ら
に
普
及
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
国
が
行
っ
て

き
た
担
い
手
育
成
事
業
や
農
地

・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業
な

ど
、
地
域
の
生
活
基
盤
を
守
る

事
業
は
、
農
業
団
体
お
よ
び
地

域
住
民
の
協
力
で
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
今
後
も
長
期

的
、
継
続
的
な
事
業
推
進
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
後
継
者
問
題

に
対
す
る
将
来
展
望
を
分
析
や

予
測
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

本
市
の
取
り
組
み
強
化
策
を
伺

う
。

　
　
　

本
市
の
基
幹
産
業
の
ひ

と
つ
で
あ
る
農
業
は
、
農
業
従

事
者
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
む

中
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
の
農

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た

め
、
担
い
手
の
確
保
、
集
落
営

農
の
推
進
な
ど
、
国
に
よ
る
支

援
制
度
を
活
用
し
て
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。
農
業
が
活
性
化

す
る
に
は
、
農
業
後
継
者
の
確

保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

取
り
組
み
強
化
策
は
、
新
規

に
就
農
を
希
望
し
て
い
る
人
と

就
農
５
年
以
内
の
農
業
者
を
対

象
に
、
地
域
担
い
手
総
合
支
援

協
議
会
が
、
農
業
の
担
い
手
を

目
指
す
新
た
な
人
材
を
確
保
・

育
成
す
る
た
め
、
就
農
や
営
農

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
９
月
に

設
置
す
る
。
９
月
の
広
報
紙
で

市
民
に
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　

８
月
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
市
内
中
学
校
で
集
団

発
生
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

全
国
的
に
も
流
行
の
兆
し
が
高

ま
り
、
新
学
期
に
入
っ
て
集
団

感
染
が
心
配
で
あ
る
。
教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を

検
討
し
、
指
導
す
る
の
か
を
伺

う
。

 
 
 

　
　
　

８
月
中
旬
に
、
市
内
の

中
学
校
で
集
団
発
生
し
て
以
来
、

機
会
を
と
ら
え
、
本
市
教
育
委

員
会
か
ら
各
学
校
長
・
園
長
に

通
知
文
を
送
付
し
、
適
切
な
対

応
を
指
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

学
級
閉
鎖
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
発
症
し
た
幼
児
児
童
生
徒

数
が
20
％
程
度
に
な
っ
た
場
合
」

と
し
、
そ
の
期
間
は
「
５
日
〜

７
日
間
程
度
」
で
あ
る
。
ま
た
、

各
学
校
・
園
に
は
「
薬
用
せ
っ

け
ん
」
や
「
ポ
ン
プ
式
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
」
を
提
供
し
て
い

る
。

　

各
校
の
患
者
の
発
生
状
況
な

ど
は
、
９
月
か
ら
県
教
育
委
員

会
の
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
に
各

学
校
・
園
が
入
力
す
る
こ
と
で

把
握
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

適
切
な
対
応
と
指
導
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む

昨
今
で
は
、
全
国
的
に
も
ひ
と

り
暮
ら
し
世
帯
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
都
市
部

だ
け
で
な
く
地
方
で
も
多
く
見

受
け
ら
れ
、
緊
急
時
の
対
処
法

が
不
安
で
あ
る
。

①
本
市
で
65
歳
以
上
の
お
年
寄

り
だ
け
の
世
帯
数
。
そ
の
内
ひ

と
り
暮
ら
し
の
世
帯
数
は
。

②
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
緊
急
時
の
対
応
の
現
状
は
。

③
全
国
の
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、

「
命
の
カ
プ
セ
ル
」
を
配
布
す
る

試
み
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

情
報
伝
達
手
段
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　

①
平
成
21
年
９
月
現
在
、

５
、
３
６
１
世
帯
。
ひ
と
り
暮

ら
し
は
、
施
設
入
所
者
を
除
い

て
２
、
７
３
９
人
。

と 

質 

答 弁 

問 
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
に
つ
い
て
 

農
業
の
担
い
手（
後
継
者
） 

問
題
に
つ
い
て
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
 

対
応
策
に
つ
い
て
 

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
 

守
る
政
策
に
つ
い
て
 

代
表
質
問
 

質
問 政

新
ク
ラ
ブ
 

美
藤
　
　
広
 

公
明
党
 石

山
　
秀
和
 

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

▲ アルコール消毒液

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容
 

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果
 

一
般
質
問
 

12

一般質問項目表 代表質問　　　　　　　 
・市政運営の総括について 
・大平元総理の生誕百年記念事業について 
・市政に対する今後の取り組みについて 
・健全な財政運営について 
●地球温暖化対策事業について 
・道路網の整備について 
●農業の担い手（後継者）問題について 
・幼・小・中学校の統廃合について 
●新型インフルエンザの対応策について 
・子供の活字離れについて 

・財政規模の推移について 
・新型インフルエンザ対策について 
・エコポイント制度の活用について 
●一人暮らしのお年寄りを守る政策について 
・三人乗り自転車について 
●子宮頸がん・乳がん検診について 
・太陽光発電の設置促進について 
・地域活性化のための農業政策について 
・父子家庭への支援について 
・介護職員の処遇改善について 

●医療や福祉の充実について 
・高齢者の生活を守る対策について 
・小・中学校の統廃合について 
・農業振興策について 

●市長の4年間の総括について 
・教育委員会制度について 
・まちづくりについて 
・立ち遅れる周辺対策について 
・広域行政について 
・新しい農業政策について 

・市政運営の基本姿勢について 
・平成20年度決算について 
●職場のメンタルヘルスについて 
・ごみ行政について 
・国道11号拡幅について 

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。 

政新クラブ 

美 藤 　 広  

公 明 党  

石 山 秀 和  

日本共産党 

津 田 泰 男  

新政クラブ 

藤 田 芳 種  

社会民主党 

篠 原 重 寿  

個人質問 
・子育て支援について 
●教育関係について 
・街づくりについて 

●新庁舎について 

●合併後の検証について 

●国民健康保険について 
・ごみ行政について 
・公共施設について 
・防災対策について 
・観光行政について 

・さぬき浜街道について 

・白川市政と庁舎について 

・まちづくりについて 
・災害復旧について 

（政新クラブ） 
大 矢 一 夫  

（政新クラブ） 
井 下 尊 義  

（政新クラブ） 
大 平 直 昭  

（政新クラブ） 
秋 山 忠 敏  

（公 明 党） 
安 藤 忠 明  

・市税等の未収納分の管理について 
●文化財の保存対策について （政新クラブ） 

黒川健太郎 

（日本共産党） 
安 藤 清 高  

●職員の意識改革と職員採用について 
・ごみ行政について 

・小学校での「弁当の日」について 
・高額医療・高額介護合算制度について 

・観音寺市総合振興計画（実施計画）について 
・私道の市道編入と防犯灯について 
・財政について 
・小・中学生の携帯電話所持について 

（政新クラブ） 
高 橋 照 雄  

（政新クラブ） 
大久保　敏 

　平成21年第５回臨時会が７月29日招集さ
れ、１日の会期で開かれました。
　賦課徴収費の償還金に関する一般会計補
正予算の専決処分１件、一般会計の補正総
額、歳入・歳出ともに45億4，839万４千円
を追加し、総額を281億7,964万５千円と
する議案１件、計２議案が提出され、原案
のとおり可決されました。

29日招集・会期１日 

平成20年度決算の認定 
一般会計補正予算など原案可決 

　平成21年第６回定例会が９月２日招集さ
れ、18日までの17日間の会期で開かれまし
た。
　各会計の平成20年度決算の認定17件、一
般会計補正予算として、歳入・歳出予算の
総額に６億4,169万１千円を追加し、総額
を288億2,133万６千円とすることのほか、
特別会計など補正予算９件、条例の一部改
正３件など計34議案が市長より提出され、
議案の提案理由の説明がありました。
　８日、９日の両日、各会派・党による代
表質問と個人質問が行われ、市当局の考え
をただしました。議案は総務・建設経済・
文教民生の各常任委員会にそれぞれ付託さ
れ、10日から14日にかけて各常任委員会を
開催し、慎重に議案などの審議を行いまし
た。最終日の18日、各常任委員会の委員長
から付託された議案などの審議結果の報告
があり、採決の結果すべての市長提出議案
を認定・可決しました。また、同日に委員
会条例の一部改正案が議員より提案され、
原案のとおり可決されました。さらに、意
見書案３件が提出され、２件採択、１件は
不採択となりました。
　なお、請願・陳情および審議結果は、17
ページ「審議した議案等とその結果」のと
おりです。

2日招集・会期17日間 

7月臨時会の主な内容 

9月定例会の主な内容 

一般会計補正予算など原案可決 

　森脇　豊子（61歳）　柞田町
　石川　昌幸（65歳）　豊浜町
　川上　裕子（64歳）　豊浜町

人権擁護委員の推薦に同意しました 
（新政クラブ） 
原 　 俊 博  

●競輪事業について 
・瀬後屋敷線の完成見通しについて （政新クラブ） 

大 賀 正 三  

（政新クラブ） 
岡 田 正 　  



9
月
定
例
会
の
主
な
内
容
 

市
議
会
だ
よ
り
 

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果
 

一
般
質
問
 

15

答
弁

▲ 市本庁舎

質
問
新
庁
舎
に
つ
い
て
 

大
平
　
直
昭
 

質
問
教
育
関
係
に
つ
い
て
 

大
矢
　
一
夫
 

個
人
質
問
 

答
弁

答
弁

質
問
合
併
後
の
検
証
に
つ
い
て
 

大
久
保
　
　
敏
 

メ
ン
タ
ル
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

労
働
者
は
約
６
割
に
上
り
、
精

神
障
害
な
ど
の
労
災
認
定
も
増

加
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

自
殺
者
は
11
年
連
続
３
万
人
を

超
え
、
そ
の
３
割
を
労
働
者
が

占
め
る
。
現
在
の
労
働
環
境
は

人
が
減
ら
さ
れ
、
福
利
厚
生
面

も
財
政
難
を
理
由
に
削
減
さ
れ
、

い
っ
そ
う
厳
し
さ
が
増
し
て
い

る
。

①
病
欠
者
の
現
状
は
。

②
職
場
に
お
い
て
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
の
状
況
は
。

③
長
期
に
病
休
に
な
る
と
、
職

場
復
帰
が
難
し
く
な
る
が
、
復

帰
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の

対
応
策
は
。

　
　
　

地
方
分
権
が
進
み
、
市

職
員
の
役
割
や
責
務
が
増
大
し
、

精
神
的
負
担
は
年
々
上
昇
し
て

い
る
。

①
精
神
疾
患
に
よ
る
長
期
病
欠

者
が
お
り
、
職
員
が
心
の
健
康

を
保
ち
、
生
き
生
き
と
働
け
る

よ
う
、
組
織
と
し
て
ス
ト
レ
ス

軽
減
な
ど
メ
ン
タ
ル
を
考
慮
し

た
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

②
相
談
窓
口
と
し
て
人
事
係
と
、

労
働
安
全
衛
生
の
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
て
い
る
。
平
成
20
年

度
は
、
職
員
を
対
象
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
実
施
し
た
。

③
県
職
員
向
け
の
「
職
場
復
帰

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
参
考
に
、

本
人
や
主
治
医
と
相
談
し
な
が

ら
復
帰
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

①
預
か
り
保
育
に
関
し

て
は
、
父
母
か
ら
多
く
の
要
望

が
あ
る
。
幼
稚
園
統
合
の
計
画

が
あ
る
現
状
で
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
統
合
し
た
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
校
外
学
習
時
に
市
の
所
有
物

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
）
を
利
用

で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
一
ノ

谷
小
学
校
で
春
に
芝
を
植
え
た

時
、
市
の
所
有
物
が
利
用
で
き

な
か
っ
た
。

③
学
校
教
育
で
も
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
心
理
学
に
基
づ
く
ア
プ

ロ
ー
チ
が
児
童
生
徒
の
人
格
形

成
や
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に

有
効
で
あ
る
が
、
現
状
は
。
ま

た
、
配
置
時
間
数
の
増
加
を
要

望
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

①
預
か
り
保
育
は
、
大

野
原
幼
稚
園
と
豊
浜
幼
稚
園
で

時
間
終
了
後
か
ら
午
後
６
時
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
旧
観
音
寺

市
内
で
は
、
市
立
と
民
間
の
保

育
所
・
幼
稚
園
が
連
携
を
保
ち

役
割
分
担
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
市
所
有
物
に
係
る
保
険
や
管

理
費
用
な
ど
、
管
理
上
の
安
全

面
で
の
制
約
や
費
用
負
担
の
問

題
が
あ
る
と
の
理
由
で
お
断
り

し
た
よ
う
だ
が
、
今
後
の
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

③
昨
年
度
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
と
活
用
に
よ
っ
て
、
不

登
校
な
ど
が
改
善
さ
れ
、
中
学

校
で
20
人
、
小
学
校
で
11
人
が

再
登
校
と
な
っ
た
。
配
置
時
間

数
の
増
加
を
県
に
要
望
す
る
。

　
　
　

本
市
の
新
庁
舎
建
設
庁

内
検
討
委
員
会
で
、
建
て
替
え

を
想
定
し
た
事
業
費
の
概
算
は
、

庁
舎
面
積
１
万
平
方
　
で
庁
舎

だ
け
の
建
設
費
が
50
億
円
。
そ

の
う
ち
合
併
特
例
債
を
約
32
億

円
充
当
の
予
定
だ
が
、
高
額
な

事
業
費
に
な
る
の
で
、
住
民
の

理
解
は
難
し
い
の
で
な
い
か
。

し
か
し
、
現
在
の
庁
舎
は
45
年

以
上
経
ち
老
朽
化
が
進
み
、
耐

震
面
か
ら
大
い
に
不
安
が
あ
る

た
め
、
新
庁
舎
の
整
備
の
必
要

性
は
高
い
。

　

そ
こ
で
、
数
億
円
で
売
却
の

打
診
が
あ
る
観
音
寺
サ
テ
ィ
の

空
き
店
舗
を
活
用
す
れ
ば
、
事

業
費
が
建
て
替
え
の
３
分
の
１

以
下
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

既
存
施
設
の
改
装
工
事
の
た
め

早
期
に
利
用
で
き
る
。
床
面
積

は
１
万
8
千
平
方
　
で
広
さ
も

十
分
で
あ
り
、
位
置
も
本
市
全

体
で
見
て
も
悪
く
は
な
く
、
新

庁
舎
整
備
と
し
て
、
大
い
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
選
択
肢
と
考
え

る
。
現
段
階
で
は
不
明
な
部
分

も
多
い
の
で
、
改
築
と
改
装
費

の
概
算
、
耐
震
性
の
調
査
な
ど
、

早
期
に
専
門
家
に
よ
る
調
査
を

行
い
、
十
分
に
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　

概
算
事
業
費
算
出
を
含

め
、
こ
の
建
物
が
庁
舎
と
し
て

使
用
可
能
か
、
20
年
以
上
経
過

し
た
建
物
が
あ
と
何
年
使
え
る

の
か
、
こ
の
物
件
が
庁
舎
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
も
問
い
か
け
な

が
ら
、
新
庁
舎
整
備
の
ひ
と
つ

の
選
択
肢
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度

か
ら
十

分
検
討

し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

合
併
し
て
は
や
４
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

合
併
協
議
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
、
合
併
に
対
す
る「
期

待
」
や
「
不
安
」
あ
る
い
は「
将

来
の
都
市
像
」
な
ど
、
合
併
を

前
に
し
た
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
集
約
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
こ
の
４
年
間
の
市
政
運

営
に
市
民
の
声
は
生
か
さ
れ
た

の
か
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
で
は
、

行
財
政
経
費
の
節
減
な
ど
の
効

率
化
、
利
用
可
能
な
公
共
施
設

の
増
加
、
広
域
的
ま
ち
づ
く
り
、

市
役
所
や
支
所
が
遠
く
な
っ
て

不
便
を
招
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
、
子
育
て
支
援
の
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
事
故
・
災

害
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
市
民
の
「
期
待
」
に
沿
え
る

よ
う
に
「
不
安
」
に
は
解
消
を

図
る
よ
う
に
、
機
会
あ
る
ご
と

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
十
分

に
お
聞
き
し
、
市
政
運
営
に
努

め
て
き
た
。

答
弁

9
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質
問

答
弁

市
長
の
4
年
間
の
総
括
に
つ
い
て
 

新
政
ク
ラ
ブ
 

藤
田
　
芳
種
 

医
療
や
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
 

日
本
共
産
党
 

津
田
　
泰
男
 

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
 

②
24
時
間
体
制
で
対
応
し
、
緊

急
時
通
報
用
電
話
機
を
設
置
し

て
押
し
ボ
タ
ン
や
ペ
ン
ダ
ン
ト

で
発
信
で
き
る
。
災
害
時
、
支

援
が
必
要
な
市
民
に
は
災
害
時

要
援
護
者
登
録
の
申
請
に
よ
っ

て
、
民
生
委
員
や
地
域
支
援
者

な
ど
の
見
守
り
、
避
難
誘
導
や

災
害
発
生
後
の
安
否
確
認
を
行

う
。
ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て

無
料
で
家
具
転
倒
防
止
マ
ッ
ト

を
設
置
し
て
い
る
。

③
「
命
の
カ
プ
セ
ル
」
な
ど
の

情
報
伝
達
手
段
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
緊
急
時
の
連

絡
先
や
健
康
状
態
を
書
く
「
緊

急
連
絡
先
カ
ー
ド
」
を
設
置
し

て
い
る
。

 
 
 

女
性
特
有
の
病
気
か
ら

女
性
を
守
る
無
料
診
断
が
、
公

明
党
の
強
い
働
き
か
け
に
よ
っ

て
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
は
、
若

年
女
性
で
も
近
年
多
発
傾
向
に

あ
り
、
早
期
発
見
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
検
診
手
帳
お
よ
び
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
配
布
状
況
、
ク
ー
ポ

ン
券
を
利
用
し
て
の
検
診
率
を

伺
う
。

②
す
で
に
診
断
済
み
で
、
立
て

替
え
払
い
の
人
の
実
態
を
伺
う
。

検
診
率
を
上
げ
る
た
め
、
市
広

報
紙
の
活
用
や
保
健
セ
ン
タ
ー

の
積
極
的
な
広
報
活
動
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

 
 
 

①
８
月
１
日
に
発
送
し

て
い
る
。
現
在
ま
で
の
検
診
申

込
者
は
、
子
宮
頸
が
ん
３
、
１

４
８
人
、
乳
が
ん
２
、
３
２
７

人
。
今
回
の
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
は
、
国
の
経
済
危
機
対
策

事
業
の
一
環
で
あ
り
、
節
目
検

診
で
あ
る
。
８
月
末
日
ま
で
受

診
希
望
調
査
を
実
施
し
、
希
望

者
に
は
10
月
か
ら
検
診
を
受
け

て
い
た
だ
く
。

②
検
診
済
み
の
市
民
は
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
49
人
、
乳
が
ん
検

診
１
３
０
人
で
個
人
負
担
金
は

27
万
円
で
あ
る
。
９
月
１
日
か

ら
個
人
負
担
金
の
還
付
手
続
き

を
行
う
。
ま
た
、
受
診
率
向
上

対
策
と
し
て
、
受
診
希
望
調
査

の
未
回
答
者
に
対
し
再
通
知
を

送
付
し
、
受
診
を
勧
め
る
。

　
　
　

私
た
ち
日
本
共
産
党
は

市
内
全
域
で
市
政
全
般
に
つ
い

て
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
第

一
に
後
期
高

齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
。

第
二
が
障
害

者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
の
不

満
。
第
三
が
中
学
校
卒
業
ま
で

医
療
費
の
無
料
化
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
高
齢
者
に
過
酷
な

負
担
と
、
受
け
ら
れ
る
医
療
を

制
限
し
、
差
別
す
る
「
別
建
て

診
療
報
酬
」
を
設
け
る
な
ど
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
高
負
担
と

差
別
医
療
を
押
し
付
け
て
い
る

国
は
な
い
。
市
長
は
、
こ
の
よ

う
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
始
ま
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
生
じ
混
乱
を
招
い
た
が
、

よ
う
や
く
定
着
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
昨
年
５
月
、
制

度
の
廃
止
法
案
が
出
た
が
、
医

療
制
度
が
短
期
間
に
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
高
齢

者
の
た
め
に
な
る
の
か
、
冷
静

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
国
に
は
、
市
町
村
な
ど

現
場
の
意
見
を
尊
重
し
、
混
乱

を
招
か
な
い
よ
う
に
慎
重
な
取

り
扱
い
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

長
い
政
権
に
な
る
と
権

力
は
腐
敗
し
、
周
り
も
萎
縮（
い

し
ゅ
く
）
し
て
し
ま
う
。
疑
わ

れ
る
こ
と
や
、
や
や
も
す
れ
ば

周
り
が
過
剰
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。
積
極
的
に
情
報

公
開
し
て
、
て
い
ね
い
に
話
し

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
長

と
し
て
。
こ
こ
に
封
筒
が
あ
る

（
封
筒
を
示
し
て
）
。
市
長
の
身

内
、
差
出
人
は
白
川
晴
司
の「
晴
」

の
と
こ
ろ
ま
で
一
緒
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
案
内
状
を
市
役
所
の

議
員
の
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
た
。

①
開
業
に
際
し
て
試
食
会
を
す

る
。
お
気
づ
か
い
は
無
用
と
い

う
の
は
い
か
が
か
。

②
試
食
会
と
は
い
え
ど
も
普
通

は
１
万
円
か
ら
３
万
円
、
手
ぶ

ら
で
は
行
け
な
い
が
。

③
中
止
の
知
ら
せ
も
公
務
員
が

し
た
の
は
、
ま
ず
い
の
で
は
な

い
か
。

④
選
挙
に
強
い
市
長
と
し
て
お

か
し
く
は
な
い
か
。

⑤
市
長
の
座
右
の
銘
は
「
克
己

心
」
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

点
か
ら
の
総
括
は
ど
う
か
。

　
　
　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
な

の
で
お
答
え
の
し
よ
う
が
な
い
。

①
藤
田
議
員
に
出
し
た
の
は
失

敗
だ
っ
た
。

②
ご
利
用
し
て
い
た
だ
か
な
く

て
結
構
。

③
う
ち
の
職
員
が
や
っ
た
こ
と
。

そ
の
分
の
費
用
が
出
て
く
る
の

な
ら
、
費
用
を
弁
償
す
る
。
細

か
い
質
問
、
あ
な
た
や
め
と
き

な
さ
い
よ
。

④
選
挙
は
11
月
１
日
の
５
時
ま

で
わ
か
ら
な
い
。

⑤
「
克
己
心
」
に
関
連
し
て
だ

が
、
私
は
別
に
驕
（
お
ご
）
る

こ
と
な
く
、
一
生
懸
命
に
努
め

て
き
た
つ
も
り
。
ゴ
マ
を
す
っ

て
く
る
人
間
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
お
叱
（
し
か
）
り
を
受
け

る
ば
か
り
の
４
年
間
だ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
ど
う
改
善
し
て
い
く

か
、
一
心
不
乱
に
や
っ
て
き
た

つ
も
り
。
ご
批
判
さ
れ
る
方
も

結
構
お
い
で
ま
す
が
、
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
が
総
括
で
あ
る
。

　
　
　

厚
生
労
働
省
調
査
で
は
、

答
弁

質
問

答
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会
民
主
党
 

篠
原
　
重
寿
 

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
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　本市議会では、本会議の録画映像をイ

ンターネット配信しています。いつでも

ご覧いただけますので、ご利用ください。

http : //www. city.kanonji. kagawa. jp/

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果 

※市長提出議案

専決処分の承認について（平成２１年度観音寺市一般会計補正予算（第２号））

平成２１年度観音寺市一般会計補正予算（第３号）

※市長提出議案

平成２０年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市豊田財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市田野々地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２０年度観音寺市水道事業会計決算認定について

観音寺市道の駅「とよはま」条例の一部改正について

観音寺市特別会計条例の一部改正について

観音寺市国民健康保険条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について

第三セクター等改革推進債の起債に係る許可の申請について

平成２１年度観音寺市一般会計補正予算（第４号）

平成２１年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成２１年度観音寺市産業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

平成２１年度観音寺市水道事業会計補正予算（第１号）

三観広域行政組合の協同処理する事務の変更及び三観広域行政組合規約の一部変更について

財産の取得について

観音寺市農業委員会選任委員の推薦について

※請願

米国との間で自由貿易協定（ＦＴＡ）を締結し、貿易・投資の自由化を進める交渉をただちに中止する、ことを強く要望する意見書の提出を求める請願

障害者自立支援法の抜本的見直しを求める意見書の提出を求める請願

※陳情

豊浜総合体育館の入浴施設による公衆浴場への経営圧迫問題についての陳情書

「所得税法第５６条の廃止」の意見書採択を求める陳情書

私学助成金に関する意見書決議についての陳情書

※議員提出議案

観音寺市議会委員会条例の一部改正について

※意見書案

障害者自立支援法の抜本的見直しを求める意見書

私学助成金に関する意見書

後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書

承　　認

原案可決

認　定（反対2人）

認　　定

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

同　意（反対1人）

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同　　意

〃

継続審査

採　　択

継続審査

〃

採　　択

原案可決

原案可決（反対2人）

原案可決

原案否決（賛成4人）

議　　　　案　　　　名 審議結果

議　　　　案　　　　名 審議結果

●第5回（7月）臨時会 

●第6回（9月）定例会 

平成 21年 第７回観音寺市議会定例会は12月の予定です。本会議はだれでも傍聴できます。　

議会だより編集委員会 
議会からのお知らせ 

皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

〒768－8601　観音寺市坂本町一丁目１番1号
☎ 23－3913　FAX 23－3914

Ｅメール gika i @ c ity . kanonj i . lg . jp

◆ 委 員 長　大矢　一夫　　　◆ 副委員長　森谷　政義

◆ 委　　員　大久保　敏　　　◆ 委　　員　津田　泰男

◆ 　 〃 　　石山　秀和　　　◆ 　 〃　　　大平　直昭
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答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

文
化
財
の
保
存
対
策
に
つ
い
て
 

黒
川
　
健
太
郎
 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
 

安
藤
　
清
高
 

競
輪
事
業
に
つ
い
て
 

大
賀
　
正
三
 

質
問

質
問

質
問

▲競輪場正面入場口

 
　
 

文
化
財
と
い
う
も
の
は
、

長
年
の
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
先
祖
か

ら
わ
れ
わ
れ
が
伝
承
し
、
ま
た
、

子
ど
も
か
ら
孫
へ
と
引
き
継
い

で
い
く
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

本
市
は
歴
史
も
古
い
た
め
、
建

造
物
・
史
跡
・
伝
統
行
事
な
ど

が
多
く
あ
る
が
、
風
水
害
や
南

海
地
震
な
ど
も
大
変
心
配
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
今
後
ど
の

よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
を
伺

う
。

 
　
 

指
定
文
化
財
は
、
国
指

定
文
化
財
11
件
、
県
指
定
文
化

財
９
件
、
市
指
定
文
化
財
49
件

で
あ
る
。
ま
た
、
国
登
録
文
化

財
17
件
で
総
数
86
件
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
重
要

文
化
財
（
建
造
物
）
観
音
寺
金

堂
を
は
じ
め
、
県
指
定
史
跡
椀

貸
塚
、
角
塚
お
よ
び
平
塚
が
あ

り
、
ま
た
、
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
和
田
・
田
野
々
雨
乞
踊

な
ど
多
く
の
も
の
が
点
在
し
て

お
り
、
価
値
の
あ
る
歴
史
遺
産

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
と

も
に
、
地
域
の
宝
と
し
て
次
世

代
へ
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。
今
後
も
地
域
住
民
の

理
解
と
文
化
財
保
護
団
体
と
の

連
携
協
力
を
図
り
、
文
化
財
保

護
の
普
及
と
啓
発
お
よ
び
支
援

に
努
め
る
。

 
　
 

国
保
税
が
高
く
な
っ
た

原
因
は
、
医
療
費
の
増
加
と
と

も
に
、
国
が
国
庫
負
担
を
削
減

し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
加
入
者
の
所
得
は
低
下

し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
々
国
保
税
が
上
が
り
、
支
払

い
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯

が
増
え
て
い
る
。「
も
う
限
界
だ
」

と
か
「
借
金
し
て
支
払
っ
た
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
に
対
し
て
国
庫
負

担
の
見
直
し
、
ま
た
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
、

さ
ら
に
国
保
の
積
立
金
３
億
９
、

５
０
０
万
円
の
一
部
１
億
円
を

緊
急
に
取
り
崩
し
て
国
保
税
に

充
て
る
こ
と
で
、「
国
保
税
の
一

世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
」
が

可
能
で
あ
る
と
提
案
し
、
そ
の

実
現
を
強
く
求
め
た
。

 
　
 

医
療
費
の
増
加
で
国
保

会
計
の
破
た
ん
は
、
免
れ
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
国
、
県

に
機
会
あ
る
た
び
要
望
し
て
い

く
。
提
案
さ
れ
た
積
立
金
を
取

り
崩
し
て
国
保
税
の
引
き
下
げ

に
充
当
す
る
こ
と
は
、
今
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に

伴
う
医
療
費
が
急
増
す
る
場
合

に
備
え
る
た
め
、
困
難
で
あ
る
。

 
　
 

職
員
に
は
政
策
形
成
能

力
や
法
務
能
力
な
ど
が
、
よ
り

い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
。
市
で

は
、
①
職
員
提
案
制
度
、
②
人

事
評
価
制
度
、
③
自
己
申
告
書

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

の
①
、
②
、
③
の
目
的
、
成
果
、

問
題
点
と
こ
の
成
果
を
見
て
職

員
採
用
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

ど
の
よ
う
な
職
員
を
求
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
本
庁
と
支
所

と
の
人
事
交
流
の
割
合
を
伺
う
。

 
　
 

①
62
件
の
提
案
が
あ
り
、

内
容
は
事
務
改
善
が
主
で
12
件

を
採
用
、
50
件
は
不
採
用
。

②
係
長
以
下
の
職
員
は
、
課
長

補
佐
が
一
次
、
課
長
は
二
次
、

部
長
が
調
整
者
と
な
り
、
被
評

価
者
の
日
常
の
観
察
指
導
記
録

に
よ
っ
て
、
Ａ
か
ら
Ｅ
の
５
段

階
に
評
価
。
管
理
職
は
上
司
が

評
価
を
す
る
。
評
価
Ｄ
・
Ｅ
は

期
末
勤
勉
手
当
に
反
映
し
、
減

額
に
な
る
。
係
長
以
下
の
職
員

が
管
理
職
を
評
価
す
る
こ
と
は
、

考
え
て
い
な
い
。

③
本
人
の
健
康
状
態
や
異
動
希

望
の
把
握
で
、
人
事
異
動
の
参

考
に
な
る
。

 

公
務
員
と
し
て
の
基
礎
知
識

や
一
般
教
養
の
一
次
試
験
、
企

画
力
、
積
極
性
、
協
調
性
お
よ

び
判
断
力
な
ど
に
優
れ
た
人
物

を
採
用
で
き
る
よ
う
二
次
試
験

を
行
う
。
ま
た
、
公
正
、
公
平

お
よ
び
誠
実
に
市
民
と
接
し
、

職
場
や
社
会
の
模
範
と
な
り
、

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
政
策
や
施

策
を
企
画
立
案
で
き
る
職
員
を

求
め
る
。

 

合
併
時
か
ら
地
域
性
を
考
慮

し
て
人
事
交
流
は
し
て
い
な
い
。

 
　
 

競
輪
事
業
で
は
、
平
成

19
年
か
ら
の
５
年
間
で
赤
字
を

解
消
し
、
黒
字
に
転
換
す
る
事

業
収
支
改
善
計
画
が
予
定
通
り

進
展
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変

良
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

平
成
24
年
以
降
の
競
輪
事
業
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る

の
か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

 
　
 

競
輪
事
業
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
が
、

本
市
競
輪
事
業
は
国
の
同
意
を

得
て
、
事
業
収
支
改
善
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
19
年

度
お
よ
び
20
年
度
は
、
ほ
ぼ
計

画
通
り
で
あ
っ
た
が
、
今
後
の

３
年
間
は
、
累
積
赤
字
は
解
消

さ
れ
る
も
の
の
、
収
支
の
目
標

達
成
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

 

車
券
売
上
額
は
平
成
４
年
度

か
ら
17
年
連
続
で
減
少
し
、
普

通
競
輪
は
赤
字
を
増
加
さ
せ
て

い
る
状
態
で
、
依
然
と
し
て
苦

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

 

競
輪
事
業
を
今
後
ど
う
し
て

い
く
か
は
、
計
画
の
見
直
し
が

で
き
た
段
階
で
、
速
や
か
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。
今
年
度
中

に
は
、
方
向
性
を
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

職
員
の
意
識
改
革
と
 

職
員
採
用
に
つ
い
て
 

原
　
　
俊
博
 



ｅ
‐
と
ぴ
あ
・
か
が
わ
 

出
張
体
験
パ
ソ
コ
ン
講
座
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住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
課
税
標
準
の
特
例
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
現
在
の
土
地
の
利

用
状
況
な
ど
が
、
次
の
よ
う
に

変
更
し
た
場
合
は
「
住
宅
用
地

異
動
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○

住
宅
を
新
築
・
増
築
し
た
り
、 
 
 

　

住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を 

　

取
り
壊
し
た
り
し
た
と
き

○

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の 

　

用
途
を
変
更
し
た
と
き
（
住

　

宅
を
店
舗
に
、
店
舗
を
住
宅

　

に
変
更
し
た
と
き
な
ど
）

○

住
宅
用
地
の
一
部
を
他
の
目

　

的
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

　

た
と
き
や
住
宅
用
地
を
拡
張

　

し
た
と
き

　

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い

　

る
か
ど
う
か
は
、
固
定
資
産

　

税
納
税
通
知
書
の
「
土
地
・

　

家
屋
課
税
明
細
書
」
の
特
例

　

軽
減
欄
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
　

税
務
課
資
産
税
係
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
２
２

　

生
涯
学
習
課

 
 
 
 
 

☎
23
―

３
９
４
３

 

恒
例
の
観
音
寺
市
民
音
楽
祭

の
時
期
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
親

し
め
、
楽
し
め
る
合
唱
と
吹
奏

楽
の
演
奏
で
す
。

 

出
演
者
一
同
、
皆
さ
ん
の
来

場
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

 

11
月
22
日
（
日
）
正
午
開
場

 

午
後
零
時
30
分
開
演

 

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

 

無
料

出
演
団
体

　

観
音
寺
南
小
学
校
合
唱
ク
ラ

ブ
、
常
磐
小
学
校
合
唱
ク
ラ

ブ
、
柞
田
小
学
校
合
唱
部
、

大
野
原
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
、
観
音
寺
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
中
部
中
学
校
合
唱

団
・
吹
奏
楽
部
、
三
豊
中
学

校
吹
奏
楽
部
、
伊
吹
中
学
校
、

観
音
寺
第
一
高
等
学
校
吹
奏

学
部
、
観
音
寺
中
央
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
、
吹
奏
楽
団
Ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
、
香
川
音
楽
連
盟
、

コ
ー
ル
花
の
輪
・
み
と
よ
、

混
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ン
エ
コ

ー
大
野
原
、
混
声
合
唱
団
フ

ロ
イ
デ
、
豊
浜
さ
わ
や
か
コ

ー
ラ
ス
、
愛
和
保
育
園

 

市
民
会
館

☎
23
―

３
９
３
９

 

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
製
ピ
ア

ノ
の
美
し
い
音
色
を
、
あ
な
た

の
手
で
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

11
月
７
日
（
土
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

 

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

 

演
奏
時
間
15
分
／
人
（
組
）

 

ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
人
な
ら
だ 
 

　

れ
で
も
大
歓
迎

 

36
人
（
組
）
先
着
順

　

無
料

　

11
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

（
火
曜
日
を
除
く
）

　

市
外
の
人
の
み
電
話
予
約
可

　

市
民
会
館
事
務
所
で
申
込
用

　

紙
に
記
入

自
分
史
を
つ
く
ろ
う

 

12
月
４
日
（
金
）
午
後
１
時
30 

　

分
〜
午
後
３
時
30
分

　

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

　

文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
が

　

で
き
る
人

　

先
着
20
人

　

自
分
史
作
成
に
必
要
な
写
真

　

を
５
枚
程
度
（
デ
ー
タ
ま
た

　

は
写
真
）
と
そ
の
写
真
に
添

　

え
る
一
言
（
10
〜
15
字
程
度
）

　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

11
月
26
日
（
木
）
ま
で

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
 

☎
23
―

３
９
４
３

　

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
地
域
社
会
に
お
け

る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
11
月
11
日
が
「
介
護

の
日
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
11
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

高
齢
介
護
課（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
 

☎
23
―

３
９
６
８

時 

時 

時 

所 

所 

対 持 数 料 受 

対 料 内 数 受 注 申 

時 

所 

所 料 

愛の献血に 
 ご協力下さい 

日時　2009年11月15日（日） 
　　　9:00～12:00 
場所　観音寺市民会館ロビー 

当日お越しの方に砂糖1Kg進呈 

“We Serve” 
観音寺ライオンズクラブ 

＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝注意 注 

注 

＝申込方法・申込先 ＝問合先 問 申 主 受 料 種 

所 
問 

市
民
音
楽
祭
 

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
 

　
　
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
 

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
 

　
　

に
つ
い
て
の
お
願
い
 

 

申 
問 

問 
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＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 持 数 対 内 講 所 時 

年
賀
状
を
作
り
ま
し
ょ
う

 

11
月
29
日
（
日
）

○

午
前
10
時
〜
正
午

○

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時 

 

30
分

 

大
野
原
中
央
公
民
館
２
階
研 

 

修
室

 

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
で
、
イ 
 

 

ラ
ス
ト
入
り
の
年
賀
状
を
作 

 

り
ま
す
。
初
め
て
年
賀
状
を 

　

作
成
す
る
人
に
最
適
で
す
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
ワ
ー

　

ド
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

　

各
教
室
20
人
（
先
着
順
）

　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

11
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

作
成
し
た
デ
ー
タ
を
持
ち
帰 

　

り
た
い
人
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ 

　

リ
ー
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

教
育
委
員
会
大
野
原
分
室

　
　
　
　
　

☎
54
―

５
７
０
２

 

食
を
通
じ
て
の
異
文
化
交
流

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

11
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

 

一
ノ
谷
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　

セ
ン
タ
ー

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

　

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
米
国
、

　

中
国
な
ど
（
予
定
）

　

エ
プ
ロ
ン

　

１
、
０
０
０
円

　

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　
　

秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
１
５

　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

県
立
観
音
寺
中
央
高
等
学
校

　

食
物
実
習
室

　

食
物
科
　
石
川
弘
先
生

　

お
せ
ち
料
理

　

25
人

　

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

　

５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

　

11
月
10
日
（
火
）
か
ら

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
１

　

今
年
も
映
画
祭
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
23
日
（
祝
）

　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

「
感
染
列
島
」
午
前
10
時
〜

　

前
売
り
５
０
０
円

　

優
秀
企
画
作
品
４
本

　

「
来
ん
か
い
！
？
！
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 
 

　

ｏ
ｎ 

Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
」

　

午
後
１
時
〜

　

「
青
き
島
よ
り
Ｇ
Ｏ
！
」

　

午
後
２
時
〜

　

「
グ
ラ
キ
ン
★
ク
イ
ー
ン
」

　

午
後
３
時
〜

　

「
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｇ
ｏ
」

　

午
後
４
時
〜

　

無
料

　

市
民
会
館

☎
23
―

３
９
３
９

三
色
紅
葉
に
誘
わ
れ
て

〜
秋
の
大
野
原
里
山
歩
き
〜

　

三
色
紅
葉
で
有
名
な
法
泉
寺

周
辺
を
、
の
り
あ
い
バ
ス
を
利

用
し
て
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
見
学
や
名
物
料

理
も
堪
能
で
き
ま
す
。

　

11
月
13
日
（
金
）

　

市
役
所
午
前
８
時
45
分
発

　

観
音
寺
駅
午
前
８
時
50
分
発

　

15
人

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　

１
、
0
０
０
円

　

事
前
受
け
付
け
が
必
要

　
　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
３

対 

時 所 時 

時 

所 講 時 所 内 内 内 持 

数 

数 

数 

料 

料 問 料 内 料 

受 申 

料 受 注 

注 

申 
問 

持 料 主 申 
問 

申 
問 

お
国
自
慢
料
理
大
会
 

お
魚
料
理
教
室
 

 

さ
ぬ
き
映
画
祭
2
0
0
9

０９
香
川
ま
ち
め
ぐ
り
て
く
て
く
さ
ぬ
き
 

　
　

か
ん
お
ん
じ
ま
ち
歩
き
 

無
料
パ
ソ
コ
ン
教
室
in
大
野
原
 

時 所 内 



20

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
３

　

大
野
原
町
田
野
々
に
あ
る
法

泉
寺
の
境
内
に
は
、
約
20
本
の

モ
ミ
ジ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
樹
齢
２
０
０
年
に
近
い

木
は
、
晩
秋
に
赤
、
朱
、
黄
の

色
を
付
け
「
三
色
紅
葉
」
と
し

て
有
名
で
す
。

　

当
日
は
、
琴
の
演
奏
や
野
だ

て
、
地
元
農
産
物
の
即
売
、
バ

ザ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
優
雅

な
音
色
と
と
も
に
、
里
山
の
風

情
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

法
泉
寺
境
内

○

琴
の
演
奏

　

午
前
11
時
〜
正
午

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
６
２

児
童
虐
待
と
は

○

身
体
的
虐
待
暴
力
な
ど
危
害

　

を
加
え
る
、
無
理
な
こ
と
を

　

さ
せ
身
体
を
酷
使
さ
せ
る
な

　

ど

○

心
理
的
虐
待
言
葉
に
よ
る
脅

　

し
や
無
視
、
兄
弟
間
の
差
別

　

な
ど

○

性
的
虐
待
性
的
行
為
の
強
要
、

　

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写

　

体
に
す
る
な
ど

○

ネ
グ
レ
ク
ト
食
事
を
与
え
な

　

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

　

病
気
な
ど
の
と
き
医
者
へ
診

　

せ
な
い
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

○
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

　

わ
ず
通
報
や
通
告
を
す
る
。

○
「
し
つ
け
の
つ
も
り
・
・
・
」

　

は
言
い
訳
。
子
ど
も
の
立
場

　

で
判
断
す
る
。

○

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
で

　

き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
。

○

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

　

場
。
子
ど
も
の
命
を
最
優
先

　

に
す
る
。

　

児
童
虐
待
は
皆
さ
ん
の
周
り

で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

気
が
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

　

家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
23
―

３
９
５
７

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 
 

　

15
分
（
月
〜
金
曜
日
）

県
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
７
―

2
4
―

３
１
７
３

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

（
月
〜
金
曜
日
）

県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
６
２
―

８
８
６
１

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

（
月
〜
金
曜
日
）

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

　

☎
０
８
７
―

８
６
２
―

４
１
５
２

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

（
月
〜
土
曜
日
）

　

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　

☎
25
―

２
６
９
８

　

野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
な
ど
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
畑
や
空

き
地
で
の
野
焼
き
は
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災

や
煙
、
有
害
物
質
な
ど
の
発
生

の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

法
の
例
外
規
定
に
該
当
す
る

も
の
（
公
益
慣
習
上
の
廃
棄
物

や
農
林
漁
業
で
生
じ
た
廃
棄
物

な
ど
）
や
軽
微
な
草
木
、
ご
み

な
ど
を
野
焼
き
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
野
焼

き
を
す
る
場
合
で
も
、
日
時
や

天
候
、
周
辺
の
生
活
環
境
な
ど

に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
法
の
例
外
規
定
の
行

為
で
あ
っ
て
も
、
煙
な
ど
で
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
に
著
し
く

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
な
ど
の

通
報
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、

行
政
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

改
善
な
ど
の
指
導
に
従
わ
ず
、

悪
質
、
常
習
的
な
野
焼
き
を
し

た
場
合
は
、
警
察
署
へ
通
報
す

る
な
ど
の
措
置
を
取
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

11
月
１
日
（
日
）

　

豊
浜
小
学
校

　

11
月
15
日
（
日
）

　

観
音
寺
中
学
校

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は
？

　

消
費
生
活
に
お
け
る
各
種
ト

ラ
ブ
ル
に
直
面
し
た
と
き
、
近

く
の
相
談
窓
口
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
場
合
で
も
、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
電
話
す
る
と
、

そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
あ

っ
せ
ん
を
行
う
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
除
き
、
毎
日
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

○

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
訪 

　

問
販
売
・
通
信
販
売
な
ど
の 

　

事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

○

産
地
の
偽
装
、
虚
偽
の
広
告 

　

な
ど
不
適
切
な
表
示
に
伴
う 

　

事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

○

安
全
性
を
欠
く
製
品
や
エ
ス

　

テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
に
よ

　

る
身
体
へ
の
被
害

○

消
費
生
活
に
お
け
る
ト
ラ
ブ

　

ル
な
ど

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
―

０
６
４
―

３
７
０

時 所 時 所 

時 所 

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
 

利
用
し
て
く
だ
さ
い
 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

第
１２
回
も
み
じ
祭
り
 

１１
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」
 

守
ろ
う
よ
 
未
来
を
見
つ
め
る
 

　
 

　
 

　
 

小
さ
な
ひ
と
み
 

資
源
・
廃
品
回
収
予
定
 

ごみの収集状況（9月） 

種 　 類

可燃ごみ

新 　 聞

本 ･ 雑 誌

段ボール

平成20年 平成21年 増　減

1,079.66

30.51

18.92

16.74

910.74

39.51

29.19

22.80

△168.92

9.00

10.27

6.06

単位：トン

守
ろ
う
よ 
　み
ん
な
を

＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝注意 注 ＝申込方法・申込先 ＝問合先 問 申 主 受 料 種 
＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 持 数 対 内 講 所 時 

21

所 所 所 

健
康
ま
つ
り
 

　

観
音
寺
地
区
で
大
腸
が
ん
検

診
を
行
い
ま
す
。
年
々
大
腸
が

ん
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
豊
浜
と
大
野
原
地
区

の
人
で
本
年
度
検
診
を
申
し
込

ん
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

は
、
直
接
検
診
会
場
へ
問
診
票

と
検
体
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
６
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　

補
充
検
診
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
受
け
忘
れ
て
い
る
人

や
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
こ

の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
問
診
票
の
な
い
人
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー
　

 
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

　
　

☎
23
―

３
９
６
４

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時

期
に
備
え
て
、
11
月
か
ら
予
防

接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

10
月
31
日
で
65
歳
以
上
の
人

に
は
、
10
月
末
に
予
診
票
な
ど

の
書
類
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
に
65
歳
に
な
る

人
に
は
、
65
歳
を
迎
え
て
か
ら

郵
送
し
ま
す
。

　

11
月
１
日
（
日
）
〜
12
月
31
日

　

（
木
）

　

満
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
19 

　

年
11
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ 

　

た
人
）

　

１
回

　

１
、
０
０
０
円

　

予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
て

　

い
る
対
象
者
は
65
歳
以
上
の

　

人
で
す
が
、
予
防
接
種
を
受

　

け
る
義
務
は
な
く
、
接
種
を

　

希
望
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
人
で
、
今
ま
で

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
な
い
人
を
対
象
に
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
公
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

（
自
己
負
担
金
４
、
５
０
０
円
）

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
を
希
望
す
る
人
は
、
主
治
医

と
相
談
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー

か
大
野
原
支
所
ま
た
は
豊
浜
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

　
　

☎
23
―

３
９
６
４

　
　今

の
健
康
、
こ
れ
か
ら
の

　
　
　

健
康
を
考
え
て
み
よ
う

「
メ
タ
ボ
予
防
、

　
　
　

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　

い
き
い
き
家
族
！！
」

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
零
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー

○

メ
タ
ボ
チ
ェ
ッ
ク
（
体
脂
肪
･

　

腹
囲
・
血
圧
・
身
長
測
定
）

○

血
管
年
齢
測
定

○

歯
科
医
に
よ
る
歯
科
相
談

○

薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
相
談

○

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

○

こ
ど
も
の
お
や
つ
の
ひ
み
つ

○

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
試
食

　

と
展
示
、
こ
ど
も
の
お
や
つ

　

作
り

○
「
西
讃
地
区
食
育
推
進
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

　

る
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
や

　

食
品
表
示
に
関
す
る
パ
ネ
ル

　

展
示
と
米
粉
パ
ン
の
紹
介

○

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

コ
ー
ナ
ー

○

献
血
（
別
表
参
照
）

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

当
日
は
「
福
祉
ま
つ
り
」
も

　

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で

　

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

　
　

☎
23
―

３
９
６
４

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

　

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

常
磐
小
学
校

　

常
磐
地
区
献
血
推
進
協
議
会

　

11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

豊
田
公
民
館

　

豊
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
　
　
献
血
の
お
願
い

　

安
全
な
輸
血
を
す
る
た
め
、

４
０
０
　
　
献
血
の
み
の
受
け

付
け
に
な
り
ま
す
。
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時 所 

対 時 

注 問 

問 数 料 注 

時 所 内 

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
 

＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝注意 注 ＝申込方法・申込先 ＝問合先 問 申 主 受 料 種 
＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 持 数 対 内 講 所 時 

大
腸
が
ん
検
診
 

問 肺
が
ん
検
診
　
 

申 
問 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！
 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
 

大腸がん検診の日程表

11月4日(水)

6日(金)

　10日(火)

12日(木)

19日(木)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

30日(月)

保健センター

高室公民館

粟井公民館

伊吹公民館

柞田公民館

豊田公民館

観音寺西公民館

保健センター

午前７時30分～午前11時

午前９時～午前11時

午前10時～午前11時

午前９時～午前10時

午前９時～午前11時

午前９時～午前10時

午前９時～午前９時30分

午前９時～午前11時

日　程 場　所 時　　間

午前９時～午前11時

午前９時～午前９時30分

午前10時～午前11時

午前10時30分～

　　　　  午前11時30分

木之郷コミュニ

ティセンター

一ノ谷総合コミュ

ニティセンター

常磐総合コミュニ

ティセンター

20日(金)

時 時 時 主 主 主 



　

健
康
な
歯
と
歯
茎
を
守
る
た

め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 
 
 
 
 

　

11
月
25
日
（
水
）
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
前
11
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

歯
周
疾
患
検
診
で
要
指
導
や

　

要
精
検
に
判
定
さ
れ
た
人

　

11
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
23
―

３
９
６
４

　

郷
土
料
理
の
う
ど
ん
作
り
に

挑
戦
！ 

初
心
者
に
も
簡
単
に

で
き
る
打
ち
込
み
う
ど
ん
を
作

り
ま
す
。

　

12
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

12
月
７
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

12
月
11
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

豊
浜
福
祉
会
館

　

１
０
０
円

　

各
教
室
30
人

　

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　

各
教
室
１
週
間
前
ま
で

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
23
―

３
９
６
４

　

11
月
23
日
（
祝
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
落
書
き
・

　

お
面
作
り
な
ど
）

　

お
土
産
コ
ー
ナ
ー
（
く
じ
引

　

き
・
ジ
ュ
ー
ス
・
風
船
）

　

５
０
０
円
（
当
日
券
）

　

お
土
産
を
入
れ
る
エ
コ
バ
ッ
グ

　

観
音
寺
市
愛
育
会
（
保
健
セ

　

ン
タ
ー
内
）
☎
23
―

３
９
６
４

「
大
野
原
　
萩
の
ふ
る
さ
と

　

め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
を
歩
こ
う

　

11
月
17
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

大
野
原
福
祉
会
館
（
萩
の
丘 

　

公
園
）
集
合

　

萩
の
丘
公
園
周
辺
約
５
　
　 

　

コ
ー
ス
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

　

快
適
に
歩
く
た
め
の
指
導

　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

　

冊
子
「
ふ
る
里
探
検
隊
」

　

（
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
当
日

　

渡
し
ま
す
）

　

11
月
10
日
（
火
）
ま
で

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
23
―

３
９
６
４

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

テ
ー
マ
／
高
血
圧

　

11
月
13
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

　

健
康
講
座
＝
冬
に
向
か
っ
て 

　

血
圧
チ
ェ
ッ
ク
〜
聴
診
器
で 

　

自
分
の
血
圧
を
測
っ
て
み
よ 
 

　

う
〜

　

11
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

調
理
実
習
＝
塩
分
を
控
え
て 

　

お
い
し
く
食
べ
よ
う

腎
臓
病
教
室

　

11
月
19
日
（
木
）

　

午
後
３
時
30
分
〜

　

腎
臓
に
や
さ
し
い
食
事
／
腎 

　

不
全
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
た 

　

め
に

夜
間
糖
尿
病
教
室

　

11
月
19
日
（
木
）
午
後
６
時
〜

　

糖
尿
病
の
薬
と
正
し
い
飲
み 

　

方
〜
イ
ン
ス
リ
ン
Ｑ
＆
Ａ
　

　

血
糖
、
尿
糖
、
体
脂
肪
の
測

　

定
を
希
望
す
る
人
は
、
10
分

　

前
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
52
―

２
７
２
６

　

医
師
や
看
護
師
の
不
足
は
、

全
国
的
に
社
会
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
特
に
観
音
寺
市
や
三
豊

市
は
顕
著
で
す
。

　

限
ら
れ
た
救
急
医
療
と
い
う

資
源
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
22
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス 

　

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
デ
オ
上
映

　

無
料

　

三
豊
総
合
病
院
組
合
事
務
局

　
　
　
　

　

☎
52
―

３
３
６
６

　

11
月
８
日
（
日
）

　

正
午
〜
午
後
４
時

　

（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

　

善
通
寺
市
子
ど
も
・
家
庭
支

　

援
セ
ン
タ
ー

　

無
料

　

寸
劇
と
座
談
会
、
マ
タ
ニ
テ

　

ィ
ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

　

ジ
、
歯
科
相
談
、
母
乳
育
児

　

相
談
、
お
産
相
談
な
ど

　

い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会

　

事
務
局

　

☎
０
８
７
７
―

９
８
―

４
５
６
０

　

11
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　

（
雨
天
時 

市
立
総
合
体
育
館
）

　

50　

走
、
８
の
字
跳
び
、
親 

　

子
お
や
つ
作
り
な
ど

　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

　

保
護
者

　

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

　

当
日
受
付
可

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　

　

☎
23
―

３
９
４
１

22

注 時 

時 所 

時 所 所 

男
性
料
理
教
室
参
加
者
募
集
 

申 
問 

申 
問 

申 
問 

時 時 時 時 三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康
 

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
 

内 

時 時 

時 時 所 所 内 

内 内 

内 

内 対 

料 

料 受 

料 問 

問 

内 内 内 

時 時 所 所 

所 料 

所 対 受 問 

数 持 

持 

受 

受 申 

主 愛
育
ま
つ
り
〜
こ
こ
ろ
に
 

 
 
 

残
る
経
験
あ
そ
び
〜
 

料 持 問 健
康
づ
く
り
 

ふ
る
里
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
 

救
急
医
療
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

み
ん
な
で
語
ろ
う
！
「
私
ら
し
い
 

　　
　

お
産
・
私
ら
し
い
子
育
て
」
 

元
気
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
 

　
　
　
　

参
加
者
募
集
 

 

＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝注意 注 ＝申込方法・申込先 ＝問合先 問 申 主 受 料 種 

歯
ッ
ス
ル
教
室
 

23

所 所 対 

　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分
〜

　

市
立
総
合
体
育
館

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

　

務
す
る
一
般
社
会
人

　

３
０
０
円
／
人（
保
険
料
込
み
）

男
女
混
合
の
部
男
性
２
人
ま
で

１
部
＝
男
性
全
員
が
35
歳
未
満

ま
た
は
ど
ち
ら
か
が
35
歳
未
満

２
部
＝
男
性
全
員
が
35
歳
以
上

女
子
の
部
男
女
混
合
の
部
と
重

　

複
不
可
で
、
１
チ
ー
ム
６
人

　

以
内
（
選
手
４
人
）

１
部
＝
平
均
年
齢
が
45
歳
未
満

２
部
＝
平
均
年
齢
が
45
歳
以
上

　

11
月
25
日
（
水
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
４
１

 　

12
月
３
・
10
・
17
・
24
日（
木
）

　

午
後
８
時
〜
午
後
９
時
30
分

　

豊
浜
小
学
校
体
育
館

　

無
料

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・

　

飲
み
物
な
ど

　

11
月
27
日
（
金
）
ま
で

　

観
音
寺
市
体
育
協
会

　
　

教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　

☎
52
―

１
２
０
３

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分
〜

　

萩
の
丘
公
園
（
大
谷
池
周
回

　

コ
ー
ス
）

　

（
重
複
参
加
可
能
）

マ
ラ
ソ
ン
の
部
＝
家
族
・
一
般

　

男
女
・
小
学
生
男
女
・
中
学

　

生
男
女

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
＝
ぴ
っ
た

　

り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

大
野
原
町
の
小
学
生
以
上

　

11
月
10
日
（
火
）
ま
で

　

観
音
寺
市
体
育
協
会

　
　

教
育
委
員
会
大
野
原
分
室

　
　
　
　

　

☎
54
―

５
７
０
２

　
　
　

　

11
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

大
野
原
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

　

グ
セ
ン
タ
ー

　

個
人
戦

　

大
野
原
町
内
の
人

　

11
月
16
日
（
月
）
ま
で

　

観
音
寺
市
体
育
協
会

　
　

教
育
委
員
会
大
野
原
分
室

　
　
　
　

　

☎
54
―

５
７
０
２

　

１
・
８
・
15
・
22
･

29
日

　

愛
和
保
育
園

　

９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

　

の
児
童

　

１
週
間
前
ま
で

　

３
歳
未
満
３
、０
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上
２
、０
０
０
円
／
日

　

愛
和
保
育
園

　
　
　
　

　

☎
27
―

７
４
４
０

　

11
月
19
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

年
末
調
整
関
係
書
類

　

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

　

一
部
門
　

☎
25
―

２
１
９
１

　

老
人
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
な
ど
多

様
な
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て
、

違
い
や
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

７
階
第
１
中
会
議
室

　

70
人

　

無
料

　
　

県
土
木
部
住
宅
課

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
８
４

　

小
・
中
・
高
等
部
の
児
童
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
作
品
展
や
販
売

も
あ
り
ま
す
。

　

12
月
５
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜

　

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
　

　

☎
25
―

１
７
７
５

　

農
業
の
担
い
手
を
目
指
す
新

た
な
人
材
を
確
保
し
育
成
す
る

た
め
、
就
農
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
新
規
就
農
や
営
農
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

11
月
18
日
（
水
）
〜
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

（
要
予
約
）

　

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

　

セ
ン
タ
ー
相
談
室

　

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

　

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

　

の
農
業
者

　
　

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

　

及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
62
―

３
０
７
５

時 時 持 受 

受 

主 

主 

所 

所 内 対 

数 料 

時 時 所 所 持 

就
農
相
談
窓
口
の
設
置
 

時 所 対 受 料 

料 申 
問 

申 
問 

申 
問 

申 
問 

第
３９
回
大
野
原
町
（
分
団
対
抗
）
 

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
＆
 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集
 

時 時 

＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 持 数 対 内 講 所 時 

健
康
づ
く
り
冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
 

　
　
　

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集
 

チ
ー
ム
編
成
 

大
野
原
町
（
分
団
対
抗
）
バ
ド
 

　

ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集
 

時 所 時 所 内 対 受 主 お
知
ら
せ
 

日
曜
保
育
 

対 受 料 問 問 年
末
調
整
説
明
会
 

高
齢
化
対
応
住
宅
講
座
 

高
齢
者
住
宅
の
種
類
と
選
び
方
 

申 
問 

申 
問 

ふ
れ
あ
い
の
日
学
習
発
表
会
 

秋季ジュニアサッカー大会

午前９時～／総合運動公園

大野原杯バレーボール大会

午前８時30分～／大野原会館

第10回観音寺市長杯グラウンド・

ゴルフ大会

午前９時～／総合運動公園

香川県高校新人新体操大会

午前８時30分～／市立総合体育館

ライオンズカップ

中学生バレーボール大会

午前９時～／市立総合体育館

市長杯秋季西日本（近県）

高校サッカー大会

午前９時～／総合運動公園

観音寺市スポーツ少年団

本部長杯バレーボール大会

午前８時30分～／市立総合体育館

市長杯冬季ジュニアサッカー大会

午前９時～／総合運動公園

行　　　　　　事日

12／5

11／
７・８

15

22

21

初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

 
 
 

教
室
参
加
者
募
集
 



時 時 

＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝注意 注 ＝申込方法・申込先 ＝問合先 問 申 主 受 料 種 

24

図書館だより Library News

　　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

や
人
権
擁
護
委
員
、
高
松
法
務

局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

11
月
15
日
（
日
）
〜
21
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜

　

午
後
５
時
）

　

☎
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

　

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

　

一
課

　

☎
０
８
７
―

８
１
５
―

５
３
１
２

　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

観
音
寺
中
央
公
民
館
２
階
会

　

議
室

　

住
居
の
確
保
や
生
活
支
援
策

　

の
利
用
、
能
力
開
発
に
関
す

　

る
相
談
な
ど

　

県
労
働
政
策
課
雇
用
対
策
グ

　

ル
ー
プ

　

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
３
６
８

　

香
川
労
働
局
監
督
課

　

長
時
間
労
働
や
賃
金
不
払
い

残
業
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
―
７
９
４
―
７
１
３

相
談
事
例　

突
然
作
業
服
の
男

が
訪
問
し
て
き
て
「
今
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
点
検
を
し
た
」
と

代
金
２
万
円
を
請
求
さ
れ
た
の

で
、
払
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス　

こ
れ
は
、
点
検

を
装
っ
た
詐
欺
の
手
口
で
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
点
検
は
、
販

売
店
や
そ
の
委
託
を
受
け
た
専

門
機
関
の
点
検
員
が
行
い
、
そ

の
料
金
は
無
料
で
す
。
点
検
員

が
い
つ
も
と
違
う
な
ど
、
不
審

な
場
合
は
、
販
売
店
に
確
認
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
屋
根
や
床
下
、

水
道
、
布
団
な
ど
を
点
検
す
る

と
い
っ
て
家
に
入
り
込
み
、
不

安
を
あ
お
っ
て
必
要
の
な
い
工

事
や
商
品
の
購
入
を
迫
る
悪
質

業
者
が
い
ま
す
。
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
25
―

５
１
３
５

 

電
話
機
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ー
ス
被
害
に
関
す
る
相
談
会

（
面
談
と
電
話
）
を
開
催
し
ま
す
。

 

11
月
28
日
（
土
）午
後
１
時
〜 
 

　

午
後
４
時（
事
前
予
約
が
必
要
）

 

香
川
県
弁
護
士
会
館

　

（
高
松
市
丸
の
内
２
―

22
）

　

契
約
書
、
説
明
書
面
、
領
収

　

書
な
ど

　

無
料

　

香
川
県
弁
護
士
会

　

☎
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

問 

時 

時 所 持 料 問 問 

今月の人口 

64，616人

31，037人

33，579人

23，276世帯

（10月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

中央図書館行事予定 
新

きなこ～夢をおいかける犬～（２０１０年夏公開映画原作本） 

絵手紙の年賀状　２０１０年版 

編：絵手紙いずみの会 
出版社：日貿出版社 

著：百瀬しのぶ　　出版社：小学館 

★おはなし会 
 
★切り紙教室 
★つぼみ愛書会１１月例会 
 
★図書館講座（讃岐典侍日記＋日本語講座） 

休館日　中央図書館 2・9・１６・２３・３０日 
　　　　大野原・豊浜図書館　　2・3・9・１６・２３・３０日 

豊浜図書館行事予定 

★企画展示「２０００年～芥川賞・直木賞受賞作品特集」 
 
★読書感想画展（豊浜小・中学生の作品）（豊浜中央公民館と共催） 
 
★リサイクル雑誌の配布（一人3冊まで）　 １日（日）～ 
★ぬり絵ミニ絵本の配布（なくなり次第終了）１日（日）～ 
★工作教室  
　 
★おはなし会  

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

刊

 7日（土）　午後 1時３０分～午後 2時１０分 
２８日（土）　午後 1時３０分～午後 2時１０分 
 8日（日）　午後2時～午後 3時 
２０日（金）　午後 1時３０分～ 
　　　　　　加藤周一著　高原好日（ちくま文庫） 
 
２８日（土）　午前１０時～午前１１時３０分 

大野原図書館行事予定 

★古典文学講座 ２１日（土）　午前9時３０分～午前１１時３０分 

 
～１１月8日（日） 休館日を除く 
 
～１１月8日（日） 休館日を除く 
 
 
 7日（土）　午後 1時３０分～午後 2時３０分 
　　　　　 まんげきょうを作ろう！ 
２１日（土）　午後 1時３０分～午後 2時 
　　　　　 絵本「さるじぞう」ほか 

香
川
求
職
者
総
合
支
援
 

 

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

　
　
　
電
話
相
談
強
化
週
間
 

 

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化
 

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
 

所 内 問 

な
く
し
ま
し
ょ
う
　
長
い
残
業

点
検
詐
欺
に
注
意
！
 

電
話
機
リ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
 

ペ
ー
ジ
リ
ー
ス
一
一
〇
番
 

＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 持 数 対 内 講 所 時 

相談 あ れ こ れ 

25

消
防
だ
よ
り
 

19

　

1
、
7
2
3
件

火
災
・
救
急
件
数

相談 あ れ こ れ 相談 あ れ こ れ 

交通事故相談　☎23－3924　　 11日（水）・25日（水）午前

　10時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

　士が相談に乗る

人権相談　☎23－3928　 観音寺　 13日（金）午前10時～午

　後３時　ふれあい文化センター／大野原　12日（木）午

　前10時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜

　 10日（火）午前10時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室

年金相談　☎0877－62－1661　　18日（水）午前10時～午

　後３時　市民会館第４会議室　香川社会保険事務局善

　通寺事務所の相談員が相談に乗る　要予約　香川社会

　保険事務局善通寺事務所

家庭児童相談　☎23－3957　　 土・日、祝日を除く毎日

　午前８時30分～午後４時　社会福祉センター家庭児童

　相談室

母子自立相談　☎23－3957　　 土・日、祝日を除く毎日

　午前８時30分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎23－3957　　17日（火）午前10時～午後３時

　　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相談員

　が相談に乗る　要予約

行政相談　☎23－3915　　 ６日（金）・20日（金）午後１時

　30分～午後４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎25－2619　　 土・日、祝日を除く毎日

　午前９時～午前11時30分、午後１時～午後４時30分　

　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎25－7773　　 相談は先着12人　 10日（火）・

　24日（火）午前10 時～午後３時　社会福祉センターふれ

　あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎54－5714　 ５日（木）・19日（木）

　午前10時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜

　☎52－1212　 10日（火）・17日（火）午前10時～午後３時

　　豊浜福祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎25－7773　　 土・日、祝日を除く

　毎日午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい

　相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎23－3963　 ５日（木）・19日（木）午前

　10 時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

　☎54－ 5700／豊浜☎52－12 04大野原と豊浜とも相談員 

　が電話で受付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎0877－58－10 80

　　４日（水）午前 9 時30分～午後 5 時　観音寺市中央公

　民館会議室　就職相談など　15歳～おおむね39歳の人

　とその家族　無料

高年齢者職業相談　☎23－3949　　 土・日、祝日を除く

　毎日午前８時30分～午後５時　高年齢者職業相談室（働

　く婦人の家）

福祉人材無料職業相談　☎25－7773　 　土・日、祝日を

　除く毎日午前９時～午後４時　社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎23－0900　　土・日、祝日を

　除く毎日午前８時30分～午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎23－3963　　 ８日（日）午前10 時～午

　後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎23－3915　　 随時受け付け　要予約

相談日は、都合により変更することがあります。

合田　弘視　
入江　康行
白川　裕也
平野　公子
十川　和子
岸上　　寿     
藤原　孝一
岩田　清一
宮崎　絢子

＝新田町
＝室本町
＝瀬戸町一丁目
＝大野原町井関
＝大野原町大野原
＝柞田町
＝茂木町五丁目
＝柞田町
＝観音寺町

国民健康保険税（3期） 
後期高齢者医療保険料（5期） 

介護保険料（3期） 

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

納付期限　11月30日(月)

1
1

〜

9
30

火
　
災

救
　
急

９月1日～30日（敬称略）

香典返し

㈱讃岐物産�  
観音寺市バレーボール協会大野原

＝茂木町二丁目
＝豊浜町和田

倉田　有里
秋山　義信

一般寄付

南
消
防
署

☎
24
―

２
１
１
９

チャイルドシート寄付

件

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 

11
月
9
日
（
月
）
〜
15
日
（
日
）
 

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が

乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
、
特
に

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖
房
器

具
な
ど
の
火
気
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り

が
火
災
予
防
の
知
識
を
持
ち
、

そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
死
傷
事

故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

　

消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火 

　

の
元
　
に
ら
め
っ
子

消
火
器
の
破
裂
事
故
に
注
意

　

最
近
、
老
朽
し
腐
食
し
た
消

火
器
の
使
用
で
、
思
わ
ぬ
破
裂

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消

火
器
は
定
期
点
検
と
と
も
に
日

常
的
な
管
理
が
大
変
重
要
で
す
。

　

破
裂
の
恐
れ
の
あ
る
消
火
器

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

○

製
造
後
８
年
以
上
経
過
（
交

　

換
の
目
安
は
約
８
年
）

○

キ
ャ
ッ
プ
（
首
の
部
分
）
や

　

底
部
が
さ
び
つ
い
て
い
る

○

本
体
に
へ
こ
み
や
変
形
が
あ

　

る

あたたかい心ありがとうございました
社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

数 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

時 

受 

所 

所 

所 

所 

内 

料 

対 

所 

講 

時 

所 

所 

所 

所 

所 

所 

所 

所 

所 

講 

所 

所 

所 

講 

所 

所 

講 

申 

所 

講 

１１月の納税・納付 



20　21　22　23

12　13　14　15

24　　25　　26

日 月 火 水 木 金 土

26

☎ 23 -3968

☎ 23 -3962

☎ 23 -3964

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　
上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
 

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
 

全
レ
ー
ス
実
況
放
送
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
 

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.ka

n
o
n
ji.ka
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://w

w
w
.ka
n
o
n
ji.jp
/

４２ 
ch

月 

テレホン 
サービス 

実　況 
案内・結果 

0180-998-841・842
0180-998-843・844

☎
☎

11

11月 保 健 カ レ ン ダ ー  

夢がある！！

6　7　8　9　10土 日 月 

大宮Ｓ級シリーズ場外 

高松Ｓ級シリーズ場外 

第51回朝日新聞社杯競輪祭場外 
（小倉） 

開設59周年記念 
松阪競輪場外 

木 金 土 16　　17　　18火 月 水 

28　　29　　30土 日 月 

祝 火 木 

火 1　　  ２　 　３日 月 祝 

金 土 

保 健 セ ン タ ー

子 育 て 支 援 課

高齢介護課地域包括支援センター

開設59周年記念玉野競輪場外 

開設60周年記念防府競輪場外 

この広報紙は環境にやさしい大豆油インクを使用しています。 
広報紙の配布についての問い合わせは 
0120　494459までご連絡ください。 印刷 （株）三豊印刷 

伊 

いき 

いきいき健康ひろば 

運動器具を使って 
健康づくり・体力づくりを 

しましょう！ 

９：００～１２：００ 
１３：００～１６：００ 

火～日曜日（祝日休み） 

医 

医 歯 

薬 薬 

保 

医 

歯 

薬 

医 

歯 

薬 
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� � �

�� ��

��

��

�� 	 


�	 �� ��
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�
 �� ��

�


�� ��

�� �� �� �	

愛 常 

保 

ふれ 

ふれ 

豊福 

ふれ 
9：30～11：30

13：00～15：00

13：30～14：30

いき 

大福 

大中 

いき はつらつ会 

食改中央研修 

健康栄養相談 

9：00～11：00

10：00～11：30

13：20～15：30

いき 
9：30～11：30

いき 

ふれ 

ふれ 

いき 

共福 

ぴよぴよクラブ 

のびのび教室 

9：00～11：00

9：30～13：00

9：30～11：00

いき いき 

いき 

保 健康栄養相談 小林整形外科医院 

しつかわ歯科医院 

快生堂くにた調剤薬局 

快生堂豊浜調剤薬局 

医 

保 

歯 

薬 

休日当番医 

休日当番歯科医 

 

休日当番調剤薬局 

保健センター 

大野原いきいきセンター 

豊浜ふれあい会館 

豊浜福祉会館 

共同福祉施設軽運動室 

働く婦人の家 

常磐総合コミュニティセンター 

柞田公民館 

伊吹公民館 

大野原中央集会場 

大野原福祉会館 

市民会館中ホール 

愛育会行事 

 

いき 

ふれ 

共福 市中 

大福 豊福 

大中 

医 

歯 

薬 

保 

働 

柞 

伊 

常 

愛 
（9：00～12：00）

いき 

いき 

いき 市中 いき 

保 保 

ふれ 

旧観音寺市H21年1月生まれ

働 

植田町　☎25－4290

坂本町三丁目 ☎24－4618

出作町　☎25－4407

豊浜町　☎52－1733

いき 

保健師相談の日 

大野原支所＝毎週金曜日 
豊浜支所＝毎週火曜日 
 

伊 

保 

保 

保 

豊福 

ふれ 

いき 健康栄養相談 

ふれあい広場 

のびのび教室 

9：30～11：00

9：30～11：30

13：30～15：00

愛育まつり 

三野小児科医院 

ケイ・アイ薬局 

保 

保 

大野原町・豊浜町H21.1月生まれ

日 

日 

金 

水 

はつらつ会 

もぐもぐレッスン 

プレママ教室③ 

ぴよぴよクラブ 

 

13：30～15：30

保 骨密度測定 

プレママ広場 

あぶあぶひろば 

ポリオ 

10：00～11：30

10：00～12：00

10：00～12：00

13：30～14：30

保 育児相談 

あぶあぶひろば 
9：30～11：30

10：00～12：00

豊福 

医 

歯 

薬 

観音寺町（中央）☎25－0755

観音寺町（大和）☎23－3123

観音寺町（中央）☎57－6800

豊浜町　☎52－1733

中央クリニック 

ウキタ歯科医院 

フジヤ中央調剤薬局 

姫浜調剤薬局 

医 

薬 

春日町　☎25－3692

春日町　☎24－3863

豊浜町　☎56－3477

冨士クリニック 

ひまわり調剤薬局春日 

第健調剤薬局 

9：30～11：30

13：30～15：00

西山整形外科医院 

篠丸歯科医院 

こまつ薬局古川 

ひまわり調剤薬局三豊 

要予約 

10：00～11：30

吉岡町　☎25－7788

豊浜町　☎52－1818

古川町　☎25－0107

高瀬町　☎72－3788

古川町　☎56－0555

豊浜町　☎52－5100

開設59周年記念 
前橋競輪場外 

第9回ＦⅠ 
ひうち灘杯争奪戦 

11Rのみ併売 

法泉寺のボダイジュ 

香川の保存木 
市内にある 

問い合わせ先　都市整備課公園緑地係　☎ 23 －3918

　曼陀トンネルに向かう県

道８号線から、県道９号線

に入り豊稔池を越えると右

手に法泉寺が見えてきます。

　境内にあるボダイジュは中国原産の落葉高木で、臨済宗の開祖栄西

が持ち帰ったと伝えられ、日本各地の仏教寺院によく植えられています。

　法泉寺は秋の紅葉が有名で、特に三色紅葉は周囲の紅葉と重なり一

見の価値があります。

まん  だ 

新型インフル 
エンザが流行 
しています。 
体調管理に気 
をつけた上で、 
行事に参加し 
てください。 

柞田町　☎25－7311

詫間町　☎83－6480

柞田町　☎24－1339

豊浜町　☎56－3260　

ぴよぴよクラブ 

健康相談 

シニアエアロビクス 

9：30～11：30

9：30～12：00

13：30～15：00 旧観音寺市H20．4月生まれ

はつらつ会 

 
9：00～11：00

健康まつり 

小山医院 

さいとう歯科医院 

石川薬局 

第健調剤薬局 

 

ぴよぴよクラブ 

健康相談 

　 

9：30～11：30

9：30～12：00

　 

旧観音寺市H18年5月生まれ

ふれあい広場 

3歳児健診 

若返り教室 

9：30～11：30

13：30～14：30

13：30～15：00

9：00～12：30

村黒町　☎25－2354

粟井町　☎27－9328

観音寺町（柳）☎25－3884

豊浜町　☎56－3477

愛 柞 

ふれあい広場 

歯ッスル教室 

さわやか栄養教室 

9：30～11：30

9：30～11：30

9：30～13：30
旧観音寺市H21年8月生まれ

9：00～11：00

13：15～13：45

13：30～16：00

細川整形外科医院 

タカシ歯科クリニック 

いずみや調剤薬局 

姫浜調剤薬局 
大野原町・豊浜町H21.8月生まれ

14：00～14：30

14：30～15：00

大野原町・豊浜町H20年3月・4月生まれ

9：30～11：30

13：30～15：00

13：30～14：30

13：30～15：00

9：30～11：30

9：30～11：30

13：00～15：00

13：30～15：30

ぴよぴよクラブ 

育児相談 

転倒予防教室 

筋力アップ教室 

 9：00～12：00

13：00～17：00

9：00～11：30

9：30～11：30

　 10：00～12：00

　 10：00～12：00

13：30～14：30

9：00～13：00

10：00～12：00

栄養教室 

10カ月児健診 

3カ月児健診 

あぶあぶひろば 

ふれあい広場 

若返り教室 

1歳6カ月児健診 

のびのび教室 

ふる里探検ウオーキング 

ぴよぴよクラブ 

　茶話会 

　茶話会 

１0カ月児健診 

ぴよぴよクラブ 

転倒予防教室 

3カ月児健診 

はつらつ会 

1歳6カ月児健診 

ひまわりの会 




